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松
代
藩
士
山
寺
常
山
の
人
物
像
形
成
と
伝
記
資
料

小

関

悠

一

郎

は
じ
め
に

本
稿
は
、
近
世
後
期
の
松
代
藩
士
・
山
寺
常
山
（
や
ま
で
ら
じ
ょ
う
ざ
ん
、
文
化
五

年
〈
一
八
〇
七
〉
〜
明
治
一
一
年
〈
一
八
七
八
〉）
に
つ
い
て
、
現
在
に
至
る
そ
の
人

物
像
形
成
の
過
程
を
検
討
し
、
そ
れ
を
通
し
て
今
後
の
山
寺
常
山
研
究
の
視
点
と
課
題

に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
山
寺
常
山
に
つ
い
て
は
、
早
く
か
ら
そ

の
学
識
が
高
く
評
価
さ
れ
、
多
く
の
文
献
で
鎌
原
桐
山
・
佐
久
間
象
山
と
並
ぶ
「
松
代

三
山
」
の
一
人
と
し
て
言
及
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
そ
の
生
家
跡
が
山
寺
常

山
邸
と
し
て
整
備
さ
れ
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
松
代
藩
関
係
の
歴
史
人
物
と

し
て
は
大
変
知
名
度
の
高
い
人
物
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

で
は
現
在
、
私
た
ち
が
接
す
る
山
寺
常
山
の
人
物
像
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う

か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
例
え
ば
人
名
事
典
類
の
記
述
を
参
照
す
る
と
、
概
ね
次
の
よ

う
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
（
本
稿
末
尾
の
参
考
資
料
１
参
照
）。
�
佐
久
間
象
山
、
鎌
原

桐
山
と
と
も
に
松
代
三
山
の
一
人
で
あ
る
。
�
代
々
百
四
十
石
で
真
田
家
に
仕
え
、
父

久
敬
が
早
世
し
、
祖
父
久
好
に
育
て
ら
れ
た
。
�
真
田
幸
貫
に
仕
え
、
監
察
、
普
請
奉

行
、
世
子
傅
な
ど
の
職
を
務
め
た
。
�
江
戸
に
出
て
、
兵
学
を
平
山
兵
原
に
、
経
書
を

古
賀
侗
庵
に
学
び
、
松
崎
慊
堂
、
佐
藤
一
斎
、
中
村
敬
宇
ら
と
も
交
わ
り
、
天
保
四
年

に
は
儒
者
長
野
豊
山
を
松
代
に
招
い
た
。
�
天
保
十
二
年
幸
貫
が
幕
府
老
中
と
な
り
海

防
を
担
当
し
た
こ
と
を
う
け
て
藩
士
に
兵
学
を
講
じ
た
。
�
天
保
十
四
年
に
郡
奉
行
と

な
り
、
幕
府
よ
り
功
を
賞
さ
れ
、
弘
化
四
年
の
善
光
寺
地
震
の
対
応
に
も
功
が
あ
っ

た
。
�
安
政
元
年
の
黒
船
来
航
時
、
佐
久
間
象
山
ら
と
開
港
問
題
に
奔
走
し
（
長
岡
監

物
・
藤
田
東
湖
ら
と
画
策
）、
文
久
三
年
の
英
国
軍
鑑
来
航
時
は
藩
の
参
謀
と
し
て
江

戸
に
赴
い
た
。
�
明
治
三
年
の
午
札
騒
動
で
は
、
藩
知
事
真
田
幸
民
の
下
で
登
用
さ
れ

功
が
あ
っ
た
。
	
著
書
に
『
常
山
文
集
』『
如
坐
漏
船
居
紀
聞
』『
松
代
封
内
実
測
図
』

が
あ
る
。

こ
う
し
て
見
る
と
、
山
寺
常
山
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
あ
る
定
度
詳
細
に

明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
が
一
方
で
、
右
に
示

し
た
常
山
の
事
跡
に
つ
い
て
は
、『
更
級
埴
科
人
名
辞
書
』（
信
濃
教
育
会
更
級
教
育
部

会
、
一
九
三
九
年
）、
さ
ら
に
は
大
平
喜
間
多
『
松
代
町
史
』（
松
代
町
役
場
、
一
九
二

九
年
）
に
も
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
載
が
見
ら
れ
、
さ
ら
に
遡
る
と
、
明
治
一
七
年
（
一
八

八
四
）
の
「
常
山
山
寺
先
生
碑
」（
中
村
正
直
編
、
末
尾
参
考
資
料
２
参
照
）
が
こ
れ

ら
の
常
山
伝
の
原
型
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
山
寺
常

山
の
事
跡
・
人
物
像
に
つ
い
て
は
、
そ
の
知
名
度
に
比
し
て
、
明
治
一
七
年
の
「
常
山

山
寺
先
生
碑
」
の
内
容
が
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。こ

の
こ
と
は
、
例
え
ば
同
じ
「
三
山
」
の
一
人
佐
久
間
象
山
を
め
ぐ
る
研
究
状
況
と

著
し
い
対
照
を
な
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
近
年
、
佐
久
間
象

山
像
の
描
か
れ
方
や
人
物
伝
の
成
立
事
情
、
歴
史
叙
述
を
担
っ
た
人
々
に
光
が
当
て
ら
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れ
、
明
治
期
以
降
に
お
け
る
歴
史
人
物
像
描
出
の
動
き
が
克
明
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
き

て
い
る
こ
と
で
あ
る
（
１
）

。
こ
れ
ら
は
、
明
治
期
以
降
、
松
代
内
外
で
形
成
さ
れ
た
人
物

像
・
歴
史
意
識
の
解
明
に
つ
な
が
る
も
の
と
し
て
貴
重
な
成
果
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

本
稿
で
は
こ
う
し
た
研
究
に
刺
激
を
受
け
て
、
山
寺
常
山
に
関
す
る
研
究
の
基
礎
と

な
る
史
資
料
の
紹
介
に
意
を
用
い
な
が
ら
、
山
寺
常
山
像
の
形
成
に
つ
い
て
考
察
し
て

み
た
い
。
以
下
で
は
ま
ず
、
常
山
に
つ
い
て
最
も
ま
と
ま
っ
た
記
述
を
持
ち
、
本
稿
執

筆
の
契
機
の
一
つ
と
も
な
っ
た
、
飯
島
忠
夫
『
山
寺
常
山
伝
』（
一
九
四
〇
年
、
山
寺

家
文
書
山
寺
家
文
書
Ⅰ
―
七
―
一
・
二
）
を
取
り
上
げ
、
山
寺
家
文
書
等
を
用
い
た
常

山
研
究
の
水
準
と
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
続
い
て
、「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
に
立

ち
戻
っ
て
明
治
期
に
お
け
る
常
山
像
形
成
の
過
程
に
つ
い
て
述
べ
る
と
と
も
に
、
常
山

像
形
成
を
規
定
し
た
要
因
と
し
て
、
幕
末
期
に
か
け
て
常
山
が
取
り
結
ん
だ
人
的
関
係

と
そ
の
中
で
受
け
た
評
価
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
本
稿
で
の
考
察
は
、
時
間
の
制
約
か

ら
ご
く
粗
い
も
の
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
が
、
近
世
後
期
松
代
藩
で
の
学
問
と
政

治
を
め
ぐ
る
動
向
（
２
）
が
、
幕
末
期
以
降
の
政
治
論
や
政
策
構
想
、
さ
ら
に
は
人
々
の
歴
史

意
識
や
地
域
意
識
に
い
か
な
る
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
く
の
か
（
３
）
、
と
い
う
点
の
解
明
に
向

け
た
一
作
業
と
位
置
づ
け
、
考
察
を
進
め
て
い
き
た
い
。

１
�
山
寺
家
文
書
と
飯
島
忠
夫
『
山
寺
常
山
伝
』

こ
れ
ま
で
、
山
寺
常
山
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
の
だ
ろ

う
か
。
こ
の
点
、
冒
頭
で
述
べ
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
よ
う
に
、
常
山
に
特
化
し
た
研

究
は
極
め
て
少
な
い
。
そ
う
し
た
中
で
、
山
寺
常
山
関
連
史
料
の
紹
介
や
研
究
の
機
運

を
ひ
と
き
わ
高
め
た
の
が
、
昭
和
一
五
年
（
一
九
四
〇
）
に
お
け
る
常
山
顕
彰
の
動
向

で
あ
る
。
関
連
事
業
を
あ
げ
て
お
こ
う
。
ま
ず
同
年
一
一
月
、「
常
山
山
寺
先
生
碑
」

の
原
本
を
元
に
新
碑
が
建
立
さ
れ
（
場
所
は
現
在
の
山
寺
常
山
邸
）、
同
月
こ
れ
を
記

念
し
て
『
山
寺
常
山
先
生
年
譜
』（
北
澤
正
誠
の
「
常
山
先
生
年
譜
」
に
常
山
碑
文
等

を
合
わ
せ
た
も
の
）
刊
行
、
同
書
発
行
日
と
同
日
の
二
十
三
日
に
は
松
代
小
学
校
講
堂

に
お
い
て
飯
島
忠
夫
の
講
演
「
山
寺
常
山
先
生
に
就
い
て
」
が
行
わ
れ
た
（
４
）

。
さ
ら
に
一

二
月
に
は
、
早
川
春
信
『
山
寺
常
山
小
伝
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

『
山
寺
常
山
小
伝
』
が
「
先
般
常
山
の
孫
に
あ
た
ら
る
ゝ
塩
野
法
相
の
大
命
を
拝
し

て
帝
国
の
経
綸
に
参
画
せ
ら
る
ゝ
に
際
し
、
私
か
に
そ
れ
を
機
会
と
し
…
此
の
編
纂
を

企
図
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
（
早
川
春
信
「
緒
言
」）、
こ
の
一
連
の
事
業
の
背

後
に
は
、
常
山
の
孫
（
山
寺
信
炳
の
三
男
）
で
塩
野
宜
健
の
養
子
と
な
っ
た
塩
野
季
彦

（
一
八
八
〇
〜
一
九
四
九
）
の
存
在
が
あ
っ
た
。
塩
野
季
彦
は
、
京
帝
国
大
学
法
科
大

学
独
法
科
を
卒
業
後
、
検
事
と
し
て
各
地
に
勤
務
、
司
法
省
行
刑
局
長
・
名
古
屋
控
訴

院
検
事
長
・
大
審
院
次
長
検
事
な
ど
を
経
て
、
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
林
内
閣
の

司
法
大
臣
と
し
て
入
閣
し
、
第
一
次
近
衛
内
閣
を
経
て
十
四
年
八
月
平
沼
内
閣
の
退
陣

に
よ
り
辞
任
す
る
ま
で
法
相
を
務
め
た
人
物
で
あ
る
（
５
）

。
飯
島
忠
夫
の
「
新
建
山
寺
先
生

碑
記
」（
副
碑
）
に
よ
れ
ば
、
長
野
城
山
の
石
碑
が
傷
ん
で
一
部
の
文
字
が
判
読
不
能

に
な
っ
た
こ
と
を
塩
野
が
憂
い
て
い
た
こ
と
か
ら
、
塩
野
の
法
相
退
任
後
、
全
国
の
司

法
関
係
の
諸
員
が
図
っ
て
新
碑
建
立
に
動
き
、
長
野
県
下
有
志
の
賛
助
を
得
て
こ
れ
を

実
現
し
た
と
い
う
。

こ
こ
で
注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
事
業
に
加
え
て
、
塩
野
季
彦
が
『
山
寺
常

山
伝
』
の
刊
行
を
企
図
し
て
い
た
と
い
う
事
実
で
あ
る
。
飯
島
忠
夫
は
こ
れ
に
つ
い

て
、「
塩
野
季
彦
君
が
祖
父
の
事
蹟
を
明
か
に
し
よ
う
と
す
る
志
を
起
し
、
自
分
に
そ

の
資
料
を
提
供
し
て
、
伝
記
の
撰
述
を
委
託
し
た
」
と
述
べ
て
い
る
。
委
託
の
経
緯
に

つ
い
て
塩
野
は
、
飯
島
が
郷
里
の
出
身
者
で
既
に
『
佐
久
間
象
山
伝
』・『
長
谷
川
昭
道

伝
』
を
著
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
し
、
快
諾
し
た
飯
島
は
半
年
も
か
か
ら
ず
に
『
山

寺
常
山
伝
』
を
書
き
上
げ
た
と
い
う
（
６
）
。
と
こ
ろ
が
、
罫
紙
約
一
九
〇
枚
の
全
面
に
細
か

な
字
で
書
き
込
ま
れ
た
『
山
寺
常
山
伝
』
は
、
遂
に
未
刊
に
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
の
で

あ
る
。
昭
和
一
五
年
一
〇
月
に
は
原
稿
が
完
成
（
序
文
執
筆
）
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る

『
山
寺
常
山
伝
』
の
刊
行
が
、『
年
譜
』
や
『
小
伝
』
に
比
べ
て
遅
れ
た
理
由
は
定
か
で

な
い
が
、
塩
野
季
彦
「
後
記
」（
昭
和
二
三
年
九
月
九
日
）
に
「
出
版
に
つ
い
て
は
和
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本
に
す
る
考
へ
で
…
印
刷
所
を
物
色
中
、
米
機
の
襲
来
漸
く
繁
く
…
原
本
は
松
代
に
疎

開
…
」
と
あ
る
か
ら
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
）
頃
に
ず
れ
込
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

そ
し
て
、
よ
う
や
く
印
刷
に
着
手
す
る
段
と
な
っ
た
同
年
「
五
月
二
十
五
日
夜
の
大
挙

襲
来
に
東
京
の
大
半
は
焼
か
れ
、
予
か
住
居
も
罹
災
し
、
用
紙
は
灰
燼
に
帰
し
印
刷
も

中
止
と
な
っ
た
」
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
『
山
寺
常
山
伝
』
は
未
刊
に
終
わ
り
、
そ
の

原
稿
お
よ
び
写
し
の
み
が
山
寺
家
文
書
・
塩
野
家
文
書
（
現
在
真
田
宝
物
館
収
蔵
）
に

残
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

然
る
に
、
こ
の
『
山
寺
常
山
伝
』
撰
述
を
依
頼
す
る
際
、
塩
野
季
彦
が
飯
島
忠
夫
に

提
供
し
た
「
資
料
」
こ
そ
は
、
現
存
す
る
山
寺
家
文
書
に
加
え
て
北
澤
正
誠
が
閲
覧
し

た
（
後
述
）
と
み
ら
れ
る
常
山
の
遺
稿
類
を
あ
わ
せ
た
山
寺
家
文
書
（
山
寺
常
山
関
係

の
史
料
）
の
総
体
（
７
）

だ
っ
た
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、『
山
寺
常
山

伝
』
に
は
常
山
の
漢
詩
文
や
書
簡
・
意
見
書
を
は
じ
め
、
常
山
が
受
け
取
っ
た
詩
文
や

書
簡
が
数
多
く
引
用
・
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
こ
で
、『
山
寺
常
山
伝
』
に
全
文
も
し
く
は
一
部
分
を
引
用
・
掲
載
さ
れ
た
史
料

を
一
覧
に
し
た
の
が
表
１
で
あ
る
。
表
１
に
よ
る
と
、
同
書
所
載
の
史
料
の
点
数
は
一

一
三
点
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
史
料
原
文
の
記
載
点
数
で
あ
り
そ
の
相
当
数
は
全
文
掲
載

で
あ
る
か
ら
、『
山
寺
常
山
伝
』
が
常
山
と
そ
の
関
連
史
料
に
つ
い
て
の
豊
か
な
情
報

を
含
ん
で
い
る
こ
と
が
理
解
さ
れ
よ
う
。
次
に
、
引
用
・
掲
載
史
料
の
内
容
面
に
関
し

て
は
、
漢
詩
文
が
全
体
の
約
半
数
に
あ
た
る
五
七
点
と
最
も
多
く
、
常
山
以
外
の
人
物

の
漢
詩
文
も
二
〇
点
あ
り
、
常
山
の
遺
稿
（
漢
詩
文
）
が
記
載
史
料
の
中
心
を
占
め
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
一
方
で
、
常
山
作
成
の
書
簡
一
一
点
と
常
山
宛
書
簡
一
五
点
、

さ
ら
に
常
山
や
他
の
人
物
の
意
見
書
等
一
〇
点
近
く
が
記
載
さ
れ
、
そ
の
多
く
が
全
文

の
掲
載
で
あ
る
こ
と
は
、『
山
寺
常
山
伝
』
の
資
料
的
価
値
を
考
え
る
上
で
も
重
要
な

事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
飯
島
忠
夫
が
常
山
の
漢
詩
文
以
外
に
も
多
く
の
史
料
を

手
に
と
り
、
そ
の
中
か
ら
重
要
と
見
な
し
た
も
の
を
引
用
・
掲
載
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
引
用
・
掲
載
史
料
以
外
に
も
数
多
く
の
詩
文
や
書

簡
、
そ
の
他
の
史
料
を
飯
島
が
手
に
取
っ
た
こ
と
は
、
後
述
の
「
常
山
先
生
年
譜
」
に

記
載
さ
れ
た
詩
文
の
数
や
現
存
す
る
山
寺
家
文
書
に
相
当
数
の
書
簡
類
そ
の
他
の
史
料

が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ
ば
、
飯
島
忠
夫
『
山
寺
常
山
伝
』
の
成
立
と
そ
こ
で
用
い
ら

れ
た
多
数
の
常
山
関
係
史
料
の
存
在
は
、「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
を
こ
え
て
よ
り
豊
か

な
（
多
角
的
な
）
常
山
像
を
描
き
出
す
こ
と
に
つ
な
が
る
史
資
料
だ
っ
た
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
、
未
刊
に
終
わ
っ
た
と
は
言
え
『
山
寺
常
山
伝
』
の
原
稿
・
副
本
が
残
さ

れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後
、
常
山
を
め
ぐ
る
研
究
は
ほ
ぼ
進
展
し
な
か
っ
た
。

そ
の
最
大
の
理
由
の
一
つ
は
、『
山
寺
常
山
伝
』
所
収
史
料
の
ほ
と
ん
ど
が
、
現
在
の

山
寺
家
文
書
に
含
ま
れ
て
お
ら
ず
（
表
１
参
照
）、
他
の
文
書
群
に
も
見
出
さ
れ
て
い

な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
特
に
、『
山
寺
常
山
伝
』
や
「
常
山
先
生
年
譜
」
が

中
心
的
史
料
と
し
た
常
山
の
遺
稿
類
は
、
理
由
は
定
か
で
な
い
が
ほ
ぼ
見
当
た
ら
な
い

の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
山
寺
常
山
に
関
す
る
研
究
に
は
、
か
か
る
制
約
に
十
分
に
留

意
す
る
と
同
時
に
、
明
治
期
以
来
の
伝
記
的
資
料
の
成
立
（
常
山
像
の
形
成
）
過
程
に

つ
い
て
基
礎
的
な
考
察
を
行
っ
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
の
課
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

２
�
山
寺
常
山
像
の
形
成
と
常
山
研
究
の
基
礎
史
料

（
１
）
常
山
像
の
形
成

以
上
を
う
け
て
本
章
で
は
ま
ず
、
山
寺
常
山
の
人
物
像
に
長
き
に
わ
た
り
影
響
を
及

ぼ
し
て
き
た
「
常
山
山
寺
先
生
碑
」（
碑
文
の
内
容
）
が
い
か
に
し
て
成
立
し
た
の

か
、
簡
単
に
検
討
し
て
み
よ
う
。

山
寺
常
山
の
碑
が
は
じ
め
て
長
野
城
山
に
建
て
ら
れ
た
の
は
、
常
山
の
没
後
六
年
、

明
治
一
七
年
二
月
の
こ
と
で
あ
る
。
碑
文
は
、『
西
国
立
志
編
』（
一
八
七
一
）・『
自
由

之
理
』（
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
、
一
八
七
二
）
を
訳
出
・
刊
行
し
た
啓
蒙
思
想
家
・
教
育
者

（
建
碑
当
時
、
東
京
学
士
院
会
員
、
東
京
大
学
教
授
）
と
し
て
知
ら
れ
る
中
村
正
直

（
号
敬
宇
、
一
八
三
二
〜
九
一
）、
書
は
当
時
書
家
と
し
て
名
高
か
っ
た
長
炗
（
ひ
か
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表１：飯島忠夫『山寺常山伝』所収史料一覧

備考
『北信郷土叢書』
七巻に全文所収。

北澤正忠

「鼎餗異味」と題し、
「象山全集」に収録。

藤森弘庵『蒭言』

抄録

現存史料

山寺家文書N１

山寺家文書H

丁数

７－８

９－１１

１２

１４
１５
１５
１６
１６－１７
１７－１８
１８－１９

１９－２０

２０
２１
２２－２４
２４
２５－２７
２７
２９
２９
２９
２９－３０
３０－３１
３１

３１－３２

３２

３４
３４－３６
３６－３７
３７－３８
３９
３９
４１－４７
４８
４８－４９
５０－５１
５１－５２
５５－５７
５８

５９

６１
６５
６６－６８
６８
６９－７０
７０
７２－７６
７６－７９
７９－８１
８１－８５
８６－８８
９０

９２－９３

９３－９４
９４－９６
９８－１０６
１０７
１０７－１０８
１０９－１１０
１１１

受取

（祖母・母）

（佐久間象山）

山寺源大夫

（長谷川昭道）

正忠君

保岡元吉（嶺南）

（山寺源大夫）
（山寺源大夫）
（山寺源大夫）
林鶴梁
（藤田東湖）

不息賢兄（常山）
（佐久間象山）

常山雅契
佐藤老先生（一齋）
山寺源大夫様

（横田甚五右衛門）
（真田幸貫）

（渋谷修軒）

山寺源大夫様
山寺源大夫様
山寺君
山寺源大夫様

源大夫様
無名頓首

（小山田壱岐）

作成

藤田東湖

（常山）

（常山）

平山鋭二郎
平山鋭二郎
井上貫流
常山源久道題

久道

林鶴梁（鑯蔵）

長野豊山
（林鶴梁）
紫溟古賀熀（侗庵）
林長孺（鶴梁）
佐久間象山
藤田東湖

彪（藤田東湖）
源久道

平啓

（鎌原桐山）

坦（佐藤一齋）
山寺源大夫
佐藤捨蔵（一齋）

（佐久間象山）

松代郡宰源朝臣信龍
（常山）
常山老人
山寺信龍
源龍

河原舎人ほか３名
（藤田東湖）

（佐久間象山）

日下部伊三治
日下部伊三治
長岡拝（監物）
大久保要
（佐久間象山）

松影道人
謹一郎（古賀茶渓）
雪堂老台（渋谷修軒）

（北澤正誠）

年代

文政９．１

文政９冬

５．１１
天保２冬

天保９．３
天保２夏
（天保１１ヵ）１０．２４
天保４

天保４春

（天保８．２４）

天保４冬
天保８
天保５．１０

天保１０

（天保１３．）４．６
（天保７）

（嘉永２．）１２．４
年不詳１０．２２
（安政２．）５．９

（文久２）
（安政末年）
天保９．６
天保１１．４．２２
天保１４．５
（天保１５）
（明治３）
文久３．３
嘉永２．１

嘉永２．１

（嘉永５．）８．１２
（嘉永７）
（嘉永７）
嘉永７．３．２７
（嘉永６．７）
（嘉永６．７ヵ）
（安政４．）２．７
（安政４．）６．１９
（安政３．）７．１
（安政４．）５
（安政４．１２．）３
（安政５春）

（文久３．５．２８）

（文久３）
（文久３．）１１．１９
（元治１．）６．２６

（元治１）
（慶応１．５）

史料名

詩稿（「病中書懐呈松代侯」）

（書簡）
詩稿（「与佐徴明兄聊呈扇」／「佐徴明近
得九子墨。一日携来示予。賦而贈。」）
書簡
免許状
仏狼機図説
仏狼機図説跋（漢文）
名和刀記（漢文）
（書簡）
拝岳翁蘭壡北澤君墓下（漢文）
天保四年春。奉命将聘豊山先生。赴于江
戸…（漢詩）
豊山長野先生墓表
送豊山長野先生還江門序（漢文）
書簡
輿松代侯書
不忘軒記
不忘軒記
（書状）
（書簡）
寄藤田東湖（漢詩）
送水戸藤田子虎扈従君公就藩（漢詩）
（書簡）
寄象山兄（漢詩）

答常山兄之寄、用元韻二首
覧山寺常山・佐久間象山二賢契唱和詩有
感、卒次其韻欲寄
（書簡）
（書簡）
（書簡）
慊堂日暦（常山記事抜粋）
（『蒭言』の跋、部分）
（書簡）
謹而言上
左伝日作（漢詩）
使無堂記（漢文）
（書簡）
謙虚楼記（漢文）
庸左衛門佐久間君碑銘（漢文）
跋兵学盟書（漢文）
己酉春仲、龍有故将兵学弟子、属鎌原君
…（漢詩）
（学校建築についての訓示）
遺悶（漢詩）
浦賀紀行（漢文）
跋浦賀紀行巻
問対書稿
題問対書稿後
（書状）
（書状）
（書状）
（書状）
（書状）
（漢詩）
癸亥初夏念八日、与塩谷先生約、訪村上
氏深川居、…（漢詩）
（漢詩）
（書簡）
（書簡）
（佐久間象山勅諭草案の批評）
（書簡）
書回天詩史後（漢文）
奉命仗剣録（抜粋）

no.

１

２

３

４
５
６
７
８
９
１０

１１

１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２
２３

２４

２５

２６
２７
２８
２９
３０
３１
３２
３３
３４
３５
３６
３７
３８

３９

４０
４１
４２
４３
４４
４５
４６
４７
４８
４９
５０
５１

５２

５３
５４
５５
５６
５７
５８
５９
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『長谷川昭道全集』
に収録。

詩題のみ

※真田宝物館所蔵山寺家文書所蔵の原稿による。
※斜字体は常山以外の人物の著作を示す。

「山寺常山中村
敬宇往復書簡扣
自筆」（長野県立
歴史館飯島文
庫）

山寺家文書M
４３－４

１１１
１１２－１１５
１１５
１１６－１１９
１１９
１２１－１２２

１２３－１２４

１２４－１２５
１２６
１２６－１２７
１２７
１２７
１２７
１２７
１２７
１２７
１２７－１２８
１２８
１２９
１２９

１２９

１２９－１３０
１３０
１３０
１３０
１３２
１３２
１３２－１３４
１３４－１３７
１３８－１３９

１３９－１４２

１４２

１４３－１４４

１４４－１４６

１４６
１４６
１４６－１４７
１４７
１４７－１４８
１４８

１５２－１５３

１５３
１５４
１５５

１５６

１５７
１５７
１５８
１５９－１６０
１６０－１６１
１６２
１６３－１６５
１６５－１６６
１６６－１６７

岩崎権大参事殿

（篠塚弾正台大巡察）

中村敬宇先生帳下

（鎌原桐山）

（小山田采女）

松田豊前
（小野湖山）

山寺常山

（久保成）

釈師練
山寺常山
山寺常山源信龍
山寺常山源信龍

山寺常山拝啓

松代遺老山寺信龍
子彰氏

常山居士山寺信龍
子彰甫

（長野豊山）

（佐久間象山）

（佐久間象山）

（陳龍川）
源大夫
山寺久道

中村正直
長岡護美
飯島忠夫

（慶応３．）２．１３
（明治１）１２．７

明治２．２．２
（明治２．２）
（明治３）

（明治３．）１２．２８

（明治３．１２．２９）
明治３．８．２８
（明治３．８）
（明治３．８）
（明治３．８）
（明治３．８）
（明治３．８）
（明治３．８）
（明治３．８）
（明治３．８）
明治３．１１
（明治４）
（明治４）

（明治６）

明治６．２．１７
（明治６）
（明治７）
（明治７ヵ）
明治８．１０．２７
（明治８．１０．２７ヵ）
明治９．６
明治９．１１
弘化２．３

（明治９．）６．２２

（明治８）

明治１０．１０

明治１０．１１．２０

（明治１０．１２）
（明治１１．１）
明治 ．６．１６
明治７．１．３１
年不詳３．７
（明治１０）

（安政２ヵ）

天保５．９
（天保５．７）

（天保１０）

年不詳１．１４
天保９．２

明治１７．２
明治１７
昭和１５．１０

送長谷川独柳帰帝京（漢詩）
乍恐謹而奉言上候
湖山楼詩屏風（抜粋）
上行政官諸公書
（漢詩）
与林鶴梁（漢文）

辞職書

（意見書）
高井郡道中（漢詩）
（漢詩）
浴渋温泉（漢詩）
遊温泉寺（漢詩）
題愛閑室、贈室主宗公（漢詩）
金碧楼上作、楼在安代（漢詩）
沓野山中観瀑…（漢詩）
遊萬松山玩秋、賦以贈山主某（漢詩）
与諸子同遊湯田中争光楼、酔中漫吟（漢詩）
致仕後作（漢詩）
（漢詩）
失題（漢詩）

癸酉二月十七日暁、夢奉謁旧主感応公…
（漢詩）

謝答北澤議官恵書并濱川海苔（漢詩）
癸酉除夕（漢詩）
甲戌新年（漢詩）
自題写真（漢詩）
乙亥十月念七日訪前龍洞練師隠棲…（漢詩）
原韻（漢詩）
（『旧松代藩慣例概略』跋文）
書春雨草紙後（漢文）
菊園先生画像記（漢文）

（書簡草稿）

泥格頼問答跋（漢文）

故二條左府公染翰潜龍城三大字記（漢文）

松代慕古図記（漢文）

丁丑除日（漢詩）
戊寅新年（漢詩）
（書簡抜粋）
（書簡抜粋）
（書簡抜粋）
（岩村通俊説諭の感想）

松代封内測量図記（漢文）

（『龍川先生酌古論』序文抜粋）
龍川先生酌古論題辞
（祭文抜粋）
亡友今井子洌、病間嘗手写陶淵明集…
（漢詩）
読酌古論（漢詩）
跋異本朱子年譜（漢文）
（酌古論自序）
初心集の儀に付申上
刻指南録序（漢文）
（書簡）
常山先生碑
碑陰記
新建山寺先生碑記

６０
６１
６２
６３
６４
６５

６６

６７
６８
６９
７０
７１
７２
７３
７４
７５
７６
７７
７８
７９

８０

８１
８２
８３
８４
８５
８６
８７
８８
８９

９０

９１

９２

９３

９４
９５
９６
９７
９８
９９

１００

１０１
１０２
１０３

１０４

１０５
１０６
１０７
１０８
１０９
１１０
１１１
１１２
１１３
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る
）（
三
洲
）
で
あ
る
。
肥
後
（
熊
本
）
藩
主
細
川
斉
護
の
第
六
子
で
当
時
元
老
院
議

官
だ
っ
た
長
岡
護
美
（
一
八
四
二
〜
一
九
〇
六
）
が
「
碑
陰
記
」
を
撰
し
、
篆
額
は
も

と
宇
和
島
藩
主
で
当
時
修
史
館
副
総
裁
を
務
め
た
伊
達
宗
城
（
一
八
一
八
〜
九
二
）
で

あ
る
（
８
）

。
建
碑
の
経
緯
に
つ
い
て
中
村
正
直
の
碑
文
は
、「
先
生
の
故
旧
門
人
、
碑
を
長
野
城

山
に
樹
て
、
予
に
属
し
て
銘
を
為
ら
し
む
」（
参
考
資
料
２
）
と
し
、
長
岡
護
美
「
碑

陰
記
」
は
、「
旧
藩
士
民
、
碑
を
建
て
、
以
て
其
徳
を
表
は
し
不
朽
に
伝
へ
む
と
欲

し
、
先
生
の
内
姪
北
澤
子
進
を
介
し
て
、
余
に
碑
陰
に
記
せ
む
こ
と
を
請
ふ
」
と
記

す
。
常
山
の
「
故
旧
門
人
」
を
中
心
と
す
る
「
旧
藩
士
民
」
が
、
常
山
の
徳
を
称
え
る

こ
と
を
目
的
に
建
碑
を
企
図
し
た
と
ひ
と
ま
ず
理
解
で
き
よ
う
。

で
は
、
こ
の
建
碑
は
、
具
体
的
に
誰
が
中
心
と
な
り
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
、
い
つ

計
画
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
本
稿
で
は
立
ち
入
っ
た
考
察
を
す
る

準
備
が
な
い
が
、
現
時
点
で
碑
文
以
外
か
ら
分
か
っ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
限
ら
れ

た
資
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、
い
く
つ
か
触
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
真
田
宝
物
館
蔵
山
寺
家
文
書
に
は
、
中
村
正
直
碑
文
と
同
内
容
の
文
章
を
収

め
た
書
付
が
残
さ
れ
て
い
る
（
９
）

。
そ
の
末
尾
は
「
明
治
十
六
年
十
一
月

従
五
位
中
村
正

直
撰
」、
題
は
「
常
山
先
生
山
寺
君
之
碑
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
村

正
直
の
碑
文
は
、
明
治
一
六
年
一
一
月
に
は
ほ
ぼ
確
定
し
た
後
、
碑
文
題
を
「
常
山
山

寺
先
生
」
に
変
更
し
、
冒
頭
に
撰
・
書
・
篆
額
者
、
末
尾
に
建
碑
年
月
（「
明
治
十
七

年
二
月
建
」）
が
加
え
ら
れ
て
建
碑
に
至
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
中
村
正
直
の
撰
文
に

関
し
て
は
、
早
川
春
信
『
山
寺
常
山
小
伝
』（
早
川
春
信
発
行
、
一
九
四
〇
年
）
が

「
中
村
敬
宇
先
生
が
常
山
の
碑
文
を
作
る
際
、
初
め
紀
功
碑
と
題
し
て
事
蹟
を
記
し
て

あ
る
か
ら
之
を
収
録
し
て
置
く
」
と
し
て
、「
常
山
山
寺
先
生
紀
功
碑
」
の
全
文
を
紹

介
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
明
治
一
六
年
一
一
月
以
前
に
、
中
村
正
直
が
碑
文
の

原
案
を
作
成
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

で
は
、
明
治
一
六
年
一
一
月
以
前
か
ら
建
碑
に
関
に
関
す
る
実
務
を
担
っ
た
の
は
ど

の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
長
岡
護

美
「
碑
陰
記
」
に
「
先
生
の
内
姪
北
澤
子
進
を
介
し
て
、
余
に
碑
陰
に
記
せ
む
こ
と
を

請
ふ
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
北
澤
子
進
と
は
、
松
代
藩
士
北
澤
正
忠

（
三
百
石
）
長
子
で
、
幕
末
明
治
期
の
官
吏
・
経
世
家
、
歴
史
・
地
理
学
者
と
し
て
知

ら
れ
る
北
澤
正
誠
（
一
八
四
〇
〜
一
九
〇
一
）
で
あ
る
。
佐
久
間
象
山
の
門
人
で
、
明

治
期
に
は
松
代
藩
権
少
参
事
か
ら
政
府
左
院
中
議
正
と
な
り
、
の
ち
外
務
省
勤
務
や
東

京
地
学
協
会
で
活
動
し
た
北
澤
の
経
歴
・
事
跡
に
つ
い
て
は
、
原
田
和
彦
氏
ら
の
研
究

に
詳
し
い
か
ら
そ
ち
ら
に
譲
り
（
１０
）
、
以
下
で
は
本
稿
に
と
っ
て
重
要
な
点
を
い
く
つ
か
指

摘
し
て
お
き
た
い
。

北
澤
正
誠
に
関
し
て
ま
ず
注
目
さ
れ
る
の
は
、
北
澤
家
と
山
寺
家
と
の
関
係
で
あ

る
（
１１
）

。
す
な
わ
ち
、
正
誠
の
祖
父
・
北
澤
源
次
兵
衛
正
暾
（
蘭
壑
）
は
常
山
祖
母
の
弟
に

あ
た
り
、
そ
の
蘭
壑
の
二
女
・
鎮
子
が
山
寺
家
に
嫁
し
て
常
山
夫
人
と
な
っ
た
の
で
あ

ぎ

て
つ

る
（
天
保
三
年
五
月
）。
正
誠
は
常
山
の
義
姪
（
義
理
の
甥
）
に
あ
た
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
関
係
を
背
景
に
、
常
山
が
蘭
壑
・
正
忠
・
正
誠
と
密
接
な
関
係
を

取
り
結
ん
で
い
っ
た
こ
と
も
注
目
さ
れ
る
。
例
え
ば
天
保
四
年
三
月
、
藩
主
幸
貫
の
意

を
う
け
て
儒
学
者
長
野
豊
山
招
聘
を
目
的
と
し
て
江
戸
に
出
た
際
、
常
山
は
、
同
二
年

九
月
に
没
し
た
北
澤
蘭
壑
を
哭
す
詩
（「
拝
岳
翁
蘭
壡
北
澤
君
墓
下
」）
を
作
っ
て
い

る
。
常
山
は
そ
こ
に
「
議
レ

創
二

国
学
一、
或
謀
レ

建
二

社
倉
一

…
」
と
記
し
て
い
る
が
、
松

代
藩
の
学
問
振
興
・
藩
校
（「
国
学
」）
創
設
が
両
者
の
共
通
の
意
向
だ
っ
た
こ
と
が
理

解
さ
れ
よ
う
。
天
保
一
一
年
頃
の
北
澤
正
忠
宛
久
道
（
常
山
）
書
簡
で
は
、
刀
剣
に
つ

い
て
「
矢
澤
大
夫
の
惑
を
も
解
き
…
」
な
ど
と
率
直
な
や
り
と
り
も
な
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、「
正
誠
は
先
生
よ
り
少
き
こ
と
三
十
二
歳
、
幼
よ
り
し
て
先
生
に
親
炙
す
（
１２
）
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
正
誠
自
身
、
幼
時
か
ら
常
山
に
親
し
く
薫
陶
を
受
け
て
い
た
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
明
治
一
四
年
一
〇
月
に
正
誠
が
「
常
山
先
生
年
譜
」
を
撰

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
原
本
の
所
在
は
不
明
だ
が
、
こ
の
年
譜
は
昭
和
一
五
年
（
一
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九
四
〇
）
一
一
月
に
、
天
籟
社
編
纂
『
山
寺
常
山
先
生
年
譜
』
と
し
て
飯
島
忠
夫
の

「
題
言
」
を
付
し
信
州
書
屋
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
年
譜
に
つ
い
て
は
原
田
和
彦
氏

も
着
目
し
、
象
山
像
確
立
と
の
関
連
性
に
注
意
を
促
し
て
い
る
が
、
興
味
深
い
の
は
、

「
象
山
先
生
年
譜
」（
明
治
二
年
）
が
象
山
の
残
し
た
様
々
な
文
書
の
整
理
に
基
づ
い
て

作
成
さ
れ
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
（
１３
）
。
と
い
う
の
も
、
北
澤
は
「
象
山
先
生
年
譜
」
作
成

時
と
同
様
に
、
常
山
の
遺
稿
や
書
簡
等
を
精
査
し
て
「
常
山
先
生
年
譜
」
を
撰
述
し
た

と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
（
常
山
の
事
跡
を
漢
文
で
簡
潔
に
記
し
た
「
常
山
先
生
年

譜
」
に
は
常
山
が
作
っ
た
漢
詩
文
の
題
が
年
次
ご
と
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
）。

北
澤
正
誠
が
「
常
山
先
生
年
譜
」
を
撰
し
た
意
図
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
明
記
し
た
記

録
は
今
の
と
こ
ろ
見
当
た
ら
な
い
が
、
約
二
年
後
の
「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
の
建
碑
に

向
け
た
動
き
の
前
提
と
な
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
長
岡
護
美
へ
の

「
碑
陰
記
」
執
筆
依
頼
を
は
じ
め
と
し
て
、
東
京
に
い
た
北
澤
が
碑
文
の
文
章
等
を
集

め
る
こ
と
に
奔
走
し
た
と
さ
れ
る
こ
と
（
１４
）

に
も
示
さ
れ
て
い
よ
う
。
さ
ら
に
見
落
と
せ
な

い
の
は
、
碑
文
の
撰
・
書
・
篆
額
者
の
人
選
が
主
と
し
て
北
澤
の
人
脈
に
よ
る
も
の
で

は
な
い
か
と
想
定
さ
れ
る
点
で
あ
る
。
ま
ず
、
中
村
正
直
は
、
文
久
三
年
、
北
澤
が
藩

主
幸
教
に
随
従
し
て
江
戸
に
出
府
し
た
際
、
安
井
息
軒
や
塩
谷
宕
陰
ら
と
と
も
に
親
し

く
交
わ
り
（
１５
）

、
以
来
密
接
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
１６
）

。
ま
た
、
明
治
一
二
年
二

月
、
東
京
地
学
協
会
設
立
に
あ
た
っ
て
北
澤
は
、
伊
達
宗
城
ら
と
と
も
に
上
野
精
養
軒

に
参
集
し
、
長
岡
護
美
と
と
も
に
規
則
立
案
委
員
と
な
り
、
同
年
九
月
に
は
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
の
地
理
学
者
ノ
ル
デ
ン
シ
ョ
ル
ド
ら
が
来
航
し
た
際
の
歓
迎
式
典
に
長
岡
護
美
・

伊
達
宗
城
と
と
も
に
出
席
し
、
最
後
に
挨
拶
を
述
べ
て
い
る
（
１７
）
。
こ
の
よ
う
に
見
て
く
れ

ば
、
碑
文
撰
・
書
・
篆
額
者
の
人
選
は
、
北
澤
の
人
脈
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
見

る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
う
し
て
、
山
寺
常
山
像
（「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
が
描
き
出

し
た
常
山
の
人
物
像
）
は
、
明
治
期
に
あ
っ
て
は
（
佐
久
間
象
山
像
の
成
立
過
程
と
同

様
に
）
北
澤
正
誠
が
そ
の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
あ
る
（
１８
）
。

（
２
）「
常
山
先
生
年
譜
」
の
根
拠
史
料

で
は
、
こ
う
し
て
成
立
し
た
山
寺
常
山
像
が
、
現
在
に
ま
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

続
け
て
い
る
の
は
な
ぜ
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
先
述
の
よ
う
な
史
料
的
制
約
の
一

方
で
、「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
以
来
の
常
山
像
が
、
北
澤
正
誠
に
よ
る
山
寺
家
文
書
の

精
査
と
そ
れ
に
基
づ
く
「
常
山
先
生
年
譜
」
を
そ
の
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
―
一
定
の

史
料
的
基
礎
を
持
っ
て
い
る
こ
と
―
に
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
北

澤
の
「
常
山
先
生
年
譜
」
は
、
そ
の
記
述
の
根
拠
を
明
記
し
て
常
山
の
事
跡
を
述
べ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
飯
島
忠
夫
は
、「
常
山
先
生
年
譜
」
の
記
述
が
「
正

確
」
で
あ
る
と
す
る
一
方
で
、
記
述
の
正
確
さ
の
根
拠
を
、（
史
料
的
根
拠
よ
り
は
）

北
澤
が
幼
時
か
ら
常
山
に
感
化
を
受
け
て
い
た
点
に
求
め
て
い
る
（「
幼
よ
り
し
て
先

生
に
親
炙
す
。
其
の
録
す
る
所
、
概
ね
正
確
を
失
は
ざ
る
を
知
る
べ
し
」、
前
掲
「
題

言
」）。

そ
れ
で
は
実
際
、「
常
山
先
生
年
譜
」
は
ど
の
よ
う
な
史
料
に
基
づ
い
て
著
さ
れ
た

の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
関
し
て
以
下
で
は
「
常
山
先
生
年
譜
」
本
文
の
記
述
内
容
に

つ
い
て
簡
単
に
検
討
し
て
み
よ
う
。
次
に
掲
げ
る
の
は
、「
常
山
先
生
年
譜
」
天
保
元

年
の
項
の
全
文
で
あ
る
。

天
保
元
年
庚
寅
、
先
生
二
十
三
歳
。
○
元
旦
志
を
述
べ
、
詩
あ
り
て
曰
く
、

鳳
暦
庚
寅
歳
。
添
レ

齢
正
廿
三
。
吾
固
未
レ

能
レ

信
。
任
重
力
難
レ

堪
。
遠
鑑
二

治

乱
蹟
一。
遙
懐
二

菅
与
一
レ

楠
。
思
レ

成
二

一
己
徳
一。
恐
遺
二

千
年
慙
一、
遍
察
二

宇
中

物
一。
微
虫
尚
有
レ

蚕
。
我
作
二

霊
動
長
一。
何
為
事
二

空
談
一。
苦
節
元
無
レ

厭
。
安

眠
豈
敢
甘
。
龍
門
跳
レ

浪
上
。
虎
穴
拚
レ

身
探
。
所
レ

志
忠
兼
レ

孝
。
詩
書
日
夜

耽
。
人
而
由
二

斯
道
一。
誰
謂
レ

非
二

眞
男
一。

○
二
月
、
古
賀
侗
庵
の
門
に
入
る
。
○
是
の
歳
、
先
生
江
戸
よ
り
帰
り
、
四
月
、

与
二

同
盟
一

書
を
作
り
て
志
を
述
ぶ
。
○
秋
七
月
既
望
、
佐
久
間
象
山
、
寺
内
松

濤
と
同
じ
く
月
を
恩
田
大
夫
の
樓
に
賞
す
。
先
生
古
風
二
篇
あ
り
て
、
象
山
次
韻

す
。
○
九
月
、
桐
山
鎌
原
先
生
に
陪
し
て
、
日
央
上
人
を
城
北
の
自
然
窩
に
訪
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ふ
。
先
生
短
歌
一
篇
あ
り
。
○
九
月
、
学
校
普
請
掛
助
と
な
る
。
○
十
月
の
望

に
、
後
赤
壁
の
遊
を
な
す
。
先
生
詩
あ
り
。
○
十
二
月
、
呈
二

鎌
原
先
生
一

書
、

復
二

蘭
壡
先
生
一

書
、
与
二

佐
久
間
子
明
一

書
、
慰
二

菅
沼
巽
夫
一

書
、
並
に
形
名
学

序
を
作
る
。

一
見
し
て
明
ら
か
な
こ
と
は
、
十
二
月
の
漢
詩
文
題
の
列
挙
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、

天
保
元
年
の
記
事
の
ほ
と
ん
ど
が
常
山
の
残
し
た
漢
詩
文
に
依
拠
し
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
佐
久
間
象
山
・
寺
内
松
濤
・
恩
田
氏
と
の
観
月
会
の
開
催
（
七
月
）
と
い

う
子
細
に
及
ぶ
叙
述
の
根
拠
は
、
常
山
の
詩
文
に
基
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
元
旦
に
志

を
述
べ
た
詩
の
よ
う
に
、
全
文
を
掲
げ
て
あ
る
も
の
も
あ
る
。
た
だ
し
、
右
に
は
、
二

月
の
古
賀
侗
庵
入
門
記
事
、
九
月
の
学
校
普
請
掛
助
拝
命
記
事
の
よ
う
に
、
常
山
の
漢

詩
文
以
外
の
情
報
に
基
づ
い
て
記
さ
れ
た
可
能
性
の
あ
る
記
事
も
あ
る
。

そ
こ
で
、「
常
山
先
生
年
譜
」
か
ら
読
み
取
り
う
る
限
り
で
、
北
澤
正
誠
が
参
照
し

た
と
考
え
ら
れ
る
常
山
関
係
史
料
を
列
挙
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と

「
常
山
先
生
年
譜
」
は
、
全
体
と
し
て
二
三
〇
点
以
上
の
史
料
を
踏
ま
え
て
著
さ
れ
て

い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
北
澤
が
常
山
の
残
し
た
多
数
の
史
料
に
よ
っ
て
「
常
山

先
生
年
譜
」
を
著
し
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
い
え
よ
う
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
史
料

表
題
等
か
ら
窺
え
る
よ
う
に
、
表
２
に
見
え
る
史
料
の
ほ
と
ん
ど
が
常
山
の
遺
稿＝

漢

詩
や
序
跋
な
ど
の
漢
文
だ
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
先
掲
の
天
保
元
年

の
項
の
記
述
と
も
よ
く
一
致
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
表
２
の
中
に
は
、「
予
備
の

法
」
の
「
経
画
書
」（
文
政
一
〇
年
）
や
「
短
歌
」（
天
保
元
年
）、
高
田
利
友
と
の

「
文
書
」
の
往
復
（
安
政
三
年
）
な
ど
、
献
策
書
や
和
歌
、
書
簡
等
を
指
す
と
み
ら
れ

る
記
載
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
見
落
と
せ
な
い
点
で
あ
る
。
北
澤
正
誠
は
、
例
え
ば

「
常
山
文
集
（
１９
）

」
の
よ
う
な
漢
詩
文
集
の
み
に
依
拠
し
た
わ
け
で
は
な
く
、
山
寺
家
に
所

在
し
た
漢
詩
文
以
外
の
諸
史
料
も
踏
ま
え
て
年
譜
を
撰
し
た
の
で
あ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
言
え
ば
、
北
澤
は
、
書
簡
等
の
常
山
関
係
史
料
も
参
照
し
つ
つ
、

自
身
の
価
値
判
断
で
常
山
の
遺
稿
（
漢
詩
文
）
を
そ
の
中
心
的
な
根
拠
史
料
に
定
め
、

年
譜
を
撰
し
た
の
だ
と
い
え
よ
う
。
そ
の
意
味
で
、
飯
島
忠
夫
が
「
此
の
年
譜
た
る

や
、
専
ら
文
芸
を
主
と
し
、
先
生
の
全
貌
を
窺
ふ
に
、
偏
す
る
所
あ
る
を
免
れ
ず
」
と

述
べ
て
い
る
の
は
、
一
面
で
的
確
な
評
価
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
以
上
、「
常
山
先

生
年
譜
」
の
記
事
は
、
常
山
の
漢
詩
文
を
中
心
に
、
北
澤
正
誠
が
閲
覧
し
得
た
常
山
関

係
史
料
を
基
本
と
し
て
成
立
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
常
山
像
が
関
係
史
料
に
依
拠
し
て
明
治
期
に
形
づ
く
ら
れ
る
過
程
で
、
北
澤

正
誠
が
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
常
山
の
顕
彰
に
動
い
た
北
澤
ら
の
意
図
に
踏
み
込
ん
だ
考
察
が
必
要
と
な
る
が
、

十
分
な
準
備
が
な
い
た
め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

た
だ
、
本
稿
で
一
つ
留
意
し
た
い
の
は
、
常
山
関
係
史
料
を
利
用
し
た
北
澤
に
よ
っ
て

初
め
て
明
確
な
常
山
像
が
創
出
さ
れ
た
と
い
う
わ
け
で
は
必
ず
し
も
な
い
、
と
考
え
ら

れ
る
点
で
あ
る
。
特
に
、
幕
末
期
に
か
け
て
常
山
が
関
係
を
取
り
結
ん
だ
人
物
か
ら
受

け
た
評
価
は
、
常
山
像
の
形
成
を
考
え
る
上
で
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
と

想
定
さ
れ
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。

３
�
幕
末
期
に
か
け
て
の
山
寺
常
山
像
の
形
成

（
１
）
山
寺
常
山
の
学
問
と
民
政

「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
よ
う
に
、
現
在
ま
で
に
描
か
れ
て
き
た
常
山
像
に
お
い
て

は
、「
松
代
三
山
」
の
呼
称
や
江
戸
で
の
学
問
的
交
友
関
係
の
記
述
に
見
ら
れ
る
よ
う

に
、
常
山
と
学
問
の
関
係
が
強
調
さ
れ
て
い
た
（
�
�
）。
そ
れ
は
ま
た
、
こ
う
し
た

学
問
的
造
詣
の
深
さ
が
名
奉
行
と
も
い
う
べ
き
常
山
の
事
跡
（
�
�
）
に
つ
な
が
っ
た

こ
と
を
暗
示
し
た
も
の
で
あ
る
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

で
は
、
こ
の
よ
う
な
常
山
像
は
、「
常
山
山
寺
先
生
碑
」（
あ
る
い
は
「
常
山
先
生
年

譜
」）
に
お
い
て
初
め
て
形
づ
く
ら
れ
た
も
の
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
興

味
深
い
記
述
を
行
っ
て
い
る
の
が
、
明
治
元
年
一
二
月
に
更
級
郡
若
宮
八
幡
の
神
職
松

田
式
部
の
父
豊
前
が
朝
廷
要
路
の
人
物
に
提
出
し
そ
の
登
用
を
説
い
た
と
さ
れ
る
言
上
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表２：「常山先生年譜」記載史料一覧

題

（書、先生憂念して書を作りて桐山先生に呈し、予備の法を経画す。）

（詩、元旦に志を述べて）〈全文〉【『詩稿』】／「与同盟書」／（古風二篇、佐久間象山・寺内松濤と同じく月を恩田大夫の樓に賞す）／（短歌一
篇、桐山鎌原先生に陪して、日央上人を城北の自然窩に訪ふ。）／（詩、後赤壁の遊をなす）／「呈鎌原先生書」／「復蘭壡先生書」／「与佐久間
子明書」／「慰菅沼巽夫書」／「形名学序」

「祭先考文」／「祭高祖考文」／「論剥碑事」／「奉桐山先生書」／「呈平山先生書」／「与鎌原曰唯書」／「与菅原巽夫書」／「与小林至静書」／「賀恩
田執政大孺人八十初度并序」／「論厄年」／「論淫祠」／「名和刀記」／「読酒侯愛梅説」／「与岩下翁書」／「与佐久間象山書」／「読春秋占筮書補
正序」

（五言古風、先生疾ありて、田澤温泉に遊び、別所に抵り、拙庵禅師を訪ひ、席上分韻して）／「題読史臆断鈔」

（述懐七首、江戸祇役の途次）【『詩稿』】／「帯琴堂記」／（詩、「携将詩伴対嵯峨。一帯清川夜奈何。指點雲間月出沒。蟾光孰与月光多」）〔長野
豊山〕〈全文ヵ〉／（書、豊山、孟子浩然の堂に講じて、吾我の辨あり。佐久間象山竊に之を聞き、其の説を非難し）〔佐久間象山〕／「送豊
山先生序」／（書、檉宇林祭酒の不忘軒三大字の書承諾の謝）【『詩稿』】／「与澁谷酒侯書」／「与林長孺書」／「奉松崎慊堂書」／「祭矢澤千十郎
文」／「雑説」／「教子説」／「春秋占筮書補正」〔佐久間象山〕／（長句、佐久間象山を送る）【『詩稿』】

「与鎌原高岡書」／「祭伯父梁門君文」／「復日央上人書」／「田中丘隅紀事」／「奉侗庵先生書」／「嘉東二話序」／（文、宮尾南嘯卒す。之を祭
る。）／（書、侗庵先生、書を先生に与へて、時弊を論じ、先生を待つこと甚だ厚し。先生感激して之に答ふ。）／（書、林長孺、書を与へて
時事を論じ、先生を待つに英雄豪傑を以てし、先生に期するに正学を振起するを以てす。先生之に答ふ。）

「言志古風十首」（「天下豪傑士…」）【『詩稿』】／「復竹村族孝書」／「先君遺墨跋」／「寶珠塔銘并序」／「遠藤正彀墓誌銘」／「復金兒雪庵書」／
（書、佐久間象山に与へて学を論ず）／「復林鶴梁書」／「読韓魏公伝」／「宮尾温卿遺愛碑銘」／「岡島平治墓表」

「呈平山先生書」／（心画叢引）／（鼎餗異味、柳泉恩田大夫の館に合し、十韻を賦し、冊を為す。）／（紀事詩十首、長国寺土木の役につき）
【『詩稿』】／「千蔭書卷跋」／（詩、城東の清瀧山に登り）【『詩稿』】／「重陽登高記」〔佐久間象山〕／「不忘軒記」〔林鶴梁〕【『伝』】

「侍世子燕居応制作」【『詩稿』】／「運籌堂歳暮」／（備前芳列公の書の跋）〔古賀侗庵〕
（奉送八韻詩、世子に陪して唐津の鏡山公を宴す、公国に就く）【『詩稿』】／（文信国公の指南録の序）【『伝』】／（書後、佐久間象山の北越の紀
行のもの）／「神駿行（伊澤作州政義に贈る）【『詩稿』】

「梅雪歌」【『詩稿』】／（東遊紀行十九首）〔佐久間象山〕／「古鏃歌」【『詩稿』】／「与佐久間象山書」／「異本朱子年譜跋」【『伝』】／「貞観政要跋」／
（詩、藤田東湖・戸田蓬軒等、公を輔けて先づ経界を正さんとす。物論囂然たり。先生之を不可として）

（詩、藤田東湖、扈従して藩に就く。先生之を送る。）〈全文〉【『詩稿』】／（故宅紀事十首、家を信州に移す）【『詩稿』】／「与越後関根生書」／
（大林寺所蔵の崔鉱架鷹詩跋）／「雑言三十余則」

「送成澤某序」／（詩、幕府特に命じ、公を挙げて閣老と為し、兼ねて海防掛を董せしむ。先生遙に之を聞き、欣然として詩を作りて）〈部
分〉【『詩稿』】

（詩、小野湖山、先生を訪ひて、当世の務を談ず。立田静山、弥天上人等来会す。）／「与同盟書」

（長古賦、佐久間象山、親の疾を帰省し、先生に贈る。）〔佐久間象山〕／（次韻、上の佐久間象山に対して）／（詩、公会計総裁となり天下の
財政を統べ尋ぎて疾を以て職を辞す。先生感慨す）〈全文〉

「親書唐太宗詩句記」／「胡蝶夜遊巻書後」／「菊園先生画像記」／「松蔭恩田君行状」／「倉石寧静字説」／「争座位帖跋」

「歳暮郡庁紀事」【『詩稿』】／「王母墓陰記」

（詩、川中島も地大に震ふに会す。～封内艾安にして、生理復旧するは蓋し先生の力、多きに居る。）〔小野湖山〕

（詩、暴風迅雨ありて、庭前の樹を折る。蓋し百年外の物なり。先生詩ありて之を記して）〈全文〉【『詩稿』】／「題松木君詠草巻軸後」

（句、門人鎌原貫唯の始めて開講するや、先生は桐山翁及び長谷川昭道、高野武貞とその席に赴けり。）〈部分〉【『詩稿』】／（詩、震災後の状
況を覧る。～先生時に郡宰を以て従ひて顧問に備はる）〈全文〉【『詩稿』】／（送序、佐久間啓、江都に往く。）／「跋兵学盟書」【『伝』】

「高田嘉兵衛手書跋」／「八幡宮帷幕背記」／「龍潭硯匣題」／「毛利元政墓表」／「義婢冬墓誌」

（長歌、封内水内郡地京原の女児狼を殺すの事を聞き）／「題松木櫻山詠草」

（詩、佐久間象山江邸に在りて軍務を経紀し、詩を賦して）〔佐久間象山〕〈全文〉／（詩、上の佐久間象山の詩に和して）〈全文〉【『詩稿』】／
（八韻の詩、月に対して懐を詠じ、佐久間象山に寄す）／（詩、上の常山の次韻）〔佐久間象山〕／（詩、月に対して再び前韻を用いて子明に寄
す）／（五百言の詩、桐山先生一周忌に逢ひ）

（記、松代花丸成る。堀田正徳董す。之が記を作る。）／「消夏漫筆序」／（国歌一首、肥後の宗室長岡監物、水戸の藤田東湖と往来して、竊
に画策する所あり、烈公為に国歌一首を書す）〔烈公〕／（詩、常山先生の従兄弟綿貫東陽、東湖に因りて策を烈公に献ぜしが、此に至り
て、東湖一詩を裁し）〔藤田東湖〕〈全文〉／（詩、三村晴山、将に郷に帰らんとし、別宴を濱園に開く）【『詩稿』】

「題花月友巻末」／「松代封内測量図の序」／（詩、公、参府し、竹村可医之に扈従す。先生、詩ありて行を送る）【『詩稿』】／（十四韻の詩、若
州の僧伝苗を長国寺に見て）【『詩稿』】／「岡島荘蔵碑陰記」／（詩、先公が栽えし所の象山の櫻樹、霜葉紅に染めて宛も春花の如きを望み、
因りて小杜霜葉の句を以て韻を分かちて）【『詩稿』】／（長句、江戸の地大に震ふ。先生、磯田音門と遽に江戸に赴き、公及び大夫人に謁し
て起居を問ふ）【『詩稿』】／（書、再び時事を論じ、俄英来冦長崎警衛の事に及び）〔長岡是容〕／（一書、見聞私記一書を贈り）〔長岡是容〕／
（和歌、「別れては逢見し事も武蔵野の、草の仮寐の夢かとぞ思ふ。」）〔長岡是容〕〈全文〉／「題見聞私記後」／「轡纕考証巻書後二篇」
（文書、肥後の高田利友と屢々文書を往復す。）
「新年」【『詩稿』】／「題川中島古戦場地理記」／「指掌図後文」／（詩、佐久間象山幽屏に在り、懐を写して先生に寄せて曰く）〔佐久間象山〕
〈全文〉／（書、先生に贈りて、国事を論ず）〔薩藩日下部伊三治〕／（文、武�公二百年忌の祭に逢ひ、岩下�農等射を神前に試みて、匾額
を献じ、先生に請ひて之が文を作る。）／「好白公書牘書後」／「言志吟十首書後」／「大岡夫人墓陰記」

（一詩、時に亜使跋扈し廟堂因循す、先生憤慨して）〈全文〉【『詩稿』】／（詩、僧伝苗、将に兵庫の般若林に董席たらんとし来りて別を告ぐ）
【『詩稿』】／「金児雪庵墓表」

（詩、一斎佐藤先生の八十八壽に逢ひ）【『詩稿』】／（文、川中島甲越戦争三百年の忌辰に逢ひ、先生文を作りて、典厩信繁公を祭る。）

（詩、退朝して長国禅寺に抵り、感應公の廟を拝し）〈全文〉【『詩稿』】／（詩、久保土龍を訪ふ）【『詩稿』】

「助役歎」（和宮関東降嫁、信州の諸藩、兵を出して警衛す、先生感嘆して）／（長歌、嵩春斎忌諱に觸れ、獄に下りて死す。先生之を哭して
長歌あり。）

「新年作」【『詩稿』】／（長歌、同僚磯田音門に五鬣松を恵まれ）【『詩稿』】／（跋文、天朝の小吏小田又蔵と幕府の川路左衛門尉と問答を記せる
冊子のもの）／（碑陰の記、恩田貫実歿す。男貫慎に代わりて碑陰の記を草す。）／（藤森天山蒭言の跋）【『伝』】／「人日謝答諸子見和」【『詩
稿』】／「題致仕大夫愛水恩田翁燕居肖像」【『詩稿』】／「水亭観蛍」【『詩稿』】

（佐久間國達碑文）

（詩、古賀茶渓の書を得。中に近製三首あり。先生和韻して之に答ふ。「世上猜疑眞畏塗。屏居以後一詩無。」の句あり。）／「三河語跋」／「回
天詩史書後」〈全文〉／「茶渓翁詩書後」／「片井翁画像記」／（雑詩）

年

文政１０

天保１

天保２

天保３

天保４

天保５

天保６

天保７

天保８

天保９

天保１０

天保１１

天保１２

天保１３

天保１４

弘化１

弘化２

弘化４

嘉永１

嘉永２

嘉永３

嘉永５

嘉永６

安政１

安政２

安政３

安政４

安政５

安政６

万延１

文久１

文久２

文久３

慶応１
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書
で
あ
る
（
表
１
―
６１
）。

乍
恐
謹
而
奉
言
上
候

先
達
愚
息
式
部
上
京
之
節
、
為
レ

奉
二

言
上
一

候
ニ
付
、
蒙
二

御
沙
汰
一

候
、
松
代
藩

臣
山
寺
正
左
衛
門
原
名
源
大
夫
、
近
年
老
寡
君
之

名
ヲ
避
ケ
如
本
文
相
改
メ
候

時
務
策
文
章
奉
レ

供
二

高
覧
一

候
様
、
所
望
仕

候
処
、
…
…
一
体
同
人
儀
ハ
亡
佐
久
間
修
理
ト
同
学
竹
馬
ノ
朋
友
ニ
候
ヒ
シ
ガ
、

其
性
質
ヲ
、
孔
門
ノ
四
科
ニ
比
喩
イ
タ
シ
候
ハ
ヾ
、
修
理
ハ
文
学
ノ
科
ニ
当
リ
、

正
左
衛
門
ハ
政
事
ノ
科
ニ
当
リ
可
レ

申
人
物
ニ
テ
、
其
趣
向
大
ニ
相
違
イ
タ
シ

候
。
右
故
、
文
章
之
達
意
ヲ
専
ト
イ
タ
シ
、
彼
ノ
修
理
ガ
櫻
賦
ノ
如
キ
、
花
ヤ
カ

ナ
ル
伎
倆
ハ
無
之
候
。
同
人
実
効
ノ
一
端
ヲ
可
レ

見
モ
ノ
ハ
、
自
撰
ノ
使
無
堂
記

及
旧
幕
ノ
儒
員
亡
古
賀
小
太
郎
ノ
撰
ス
ル
不
忘
軒
記
ニ
テ
、
大
凡
思
過
レ

半
可
レ

申
ニ
付
、
右
二
篇
ヲ
写
シ
、
乍
恐
奉
レ

供
二

高
覧
一

候
。
…
…
民
政
ノ
事
モ
、
学
力

（
ユ
ヘ
ヵ
）

モ
有
之
、
多
年
其
事
ニ
錬
磨
イ
タ
シ
候
老
成
ノ
者
ヘ
、
御
下
問
有
レ

之
候
ハ
ヾ
、

民
間
ノ
利
病
モ
、
一
々
分
明
ニ
被
レ

為
二

聞
召
分
一

候
様
、
可
レ

奉
二

言
上
一

候
。
正

左
衛
門
儀
ハ
先
前
有
名
之
信
濃
守
時
代
ヨ
リ
卅
餘
年
歴
勤
イ
タ
シ
、
政
蹟
モ
有
之

候
処
、
近
年
権
要
ノ
為
ニ
被
レ

忌
、
空
敷
沈
淪
罷
在
候
。
…
…
信
州
辺
ニ
テ
ハ
、

是
迄
モ
名
ノ
聞
エ
候
人
物
ニ
付
、
被
レ

為
レ

召
候
ハ
ヾ
、
随
分

御
為
ニ
可
二

相
成
一

ト
窃
ニ
奉
レ

存
、
文
章
二
篇
相
添
、
乍
レ

恐
此
段
謹
而
奉
二

言
上
一

候
…

右
の
史
料
か
ら
は
次
の
点
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
ず
、
象
山
は
「
文

学
」、
常
山
は
「
政
事
」
に
す
ぐ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
う
に
、
常
山
は
佐
久
間
象
山
と

同
列
に
比
較
さ
れ
る
対
象
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
破
線
部
）。「
松
代
三

山
」
と
い
っ
た
認
識
に
つ
な
が
る
常
山
・
象
山
の
併
称
が
こ
の
時
期
に
は
確
立
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
（
２０
）
。
次
に
、
常
山
の
「
学
力
」
が
「
民
政
」
の
力
量
の
重
要
な
背
景

を
な
し
て
い
る
と
の
認
識
が
注
目
さ
れ
る
が
（
波
線
部
）、
関
連
し
て
常
山
に
関
す
る

「
文
章
二
篇
」（「
使
無
堂
記
」・「
不
忘
軒
記
」）
へ
の
言
及
は
さ
ら
に
注
目
さ
れ
る
。
常

山
の
学
問
的
取
り
組
み
・
学
識
を
反
映
し
て
成
立
し
た
文
章
が
、「
学
力
」
に
基
づ
い

た
「
政
事
」
の
力
量
（「
実
効
」）
（
２１
）
を
証
す
る
も
の
と
見
な
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（新年作二首）／「温泉雑詠四十余首」（高井郡山田温泉に赴く）【『詩稿』】／（天佑行、高井鴻山来訪せんとして、黄昏に棧道を過ぎ、誤りて深
谷の殆ど二百尺なるに陥りしが、大樹之を支へて、纔に死を免れたり）

（詩、千厳禅師、松代の大林寺より武州世田谷の豪徳寺に転住す）【『詩稿』】／（詩、城西の龍洞院に遊び、水月一観楼に登りて月を賞す）
【『詩稿』】／（詩、高井郡厳松寺の福島正則の墓を過りて感慨に堪へず、詩を賦して之を弔し）【『詩稿』】

（詩、長谷川昭道、京師より帰りて先生を訪ふ。）〈全文〉【『詩稿』】／「陰雨行一篇」（小林至静、江戸より還る）【『詩稿』】／「師友手簡跋」

（哭詩五章、小林徳方卒す）【『詩稿』】／（詩、大林の梅仙禅師、上野前橋の海龍院に董席す）【『詩稿』】／（詩、権弁事小野湖山、先生を朝に薦
む。朝議之を徴す。命下るの日、藩吏之を阻みて、壅閉して通せず。既にして道路紛々たり。事先生の耳に入る。先生慨然として）〈全
文〉【『詩稿』】／（詩、上の詩に更に一詩賦して曰く）〈全文〉【『詩稿』】

「俊鷹説書後」／「塩野入生命名説」／「白井子康摹本書後」／（詩、下野の足利藩士木村清明、先生を訪ふ、詩を賦して其の大参事川上才佐に
寄せて）【『詩稿』】／「中島宇吉碑陰記」／「謙虚楼記」／「争光楼額字書後」／「可亭額字書後」／「晴嵐隠楼額字書後」／「対金楼額字書後」／「正
法眼蔵印記」／「水野子謙字説」／（詩、感遇の諸作）【『詩稿』】

（詩、上田藩権大参事山口毅、詩を先生に寄す。）〔山口毅〕／（詩、上の和韻）【『詩稿』】／「東湖手柬書後」／「与古賀茶渓、林鶴梁、安井息
軒、田口江村、中村敬宇書」／「書画帖序」／（長歌一篇、笠島村に達して狂瀾を観て）【『詩稿』】／（書、静岡より書を先生に寄せて南遊を促
す）〔古賀茶渓〕／（復書、偶々、廃藩置県の際に逢ひ、延期を告ぐ）／（小律五首、先生上田に遊ぶ、公弟康斎、毅堂の諸公子、及び前大参
事山口毅以下の諸子侍坐し懇待）【『詩稿』】

「長野雑詩十二首」（長野に卜居し徒を聚めて道を講ず）【『詩稿』】／（詩、先生金陵と相別れて十年、懐旧の情に堪へず、其の韻を用ひて、賦
して莠圃に示して、兼ねて金陵に寄す。）／（詩、鯖江の人山口竨卿、其の兄某に従ひて長野に来り）【『詩稿』】
（一詩、新年に学制改正の令を聞きて、心に感ずることあり、）〈全文〉／（詩、長野県権参事汾陽某職を辞して鹿児島に帰る）【『詩稿』】／
（二詩、夢に感應公に謁し、覚めて感ずることあり）【『詩稿』】

「新年」【『詩稿』】／「製絲指南敍」／（詩、松代長国禅寺の住職畔上梅仙、将に相模小田原の最乗禅寺に転住せんとし）〈部分〉【『詩稿』】

「送宮本猶興遊学東京序」／「東遊紀行」／（詩、梅仙禅師を訪ひて）

「泥古頼問答書後」／「松代藩慣例概略跋」／「鈴木重亮自謄�林扈言書後」／「西稗雑纂引」／「春雨草紙書後」【『伝』】／「伊藤粦止墓銘」
「復吾妻兵治書」／「柳泉恩田大夫像賛」／「松代慕古図記」／「旧君十一公親筆記」

（詩、元旦に詩を賦して曰く）〈全文〉【『詩稿』】／「飫肥侯祭感應公文跋」

『懼堂雑纂』十巻／『如坐漏般居紀聞』十二巻／『詩文集』十三巻（詩八文五）／『松代封内実測図』

※史料全文もしくは一部が掲載されているものは〈全文〉〈部分〉、常山以外が著した史料については〔著者名〕、『山寺常山伝』掲載のものは
【『伝』】、『常山先生詩稿』掲載のものは【『詩稿』】のように、それぞれの表題の後に記した。

慶應２

慶應３

明治１

明治２

明治３

明治４

明治５

明治６

明治７

明治８

明治９

明治１０

明治１１

著作
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こ
の
「
文
章
二
篇
」
の
う
ち
、「
使
無
堂
記
」（
天
保
一
三
年
）
は
、
常
山
が
郡
奉
行

に
任
じ
ら
れ
た
際
、
訴
訟
を
裁
く
自
邸
を
「
使
無
堂
」
と
称
し
て
自
ら
撰
し
た
も
の
で

あ
る
（
表
１
―
３４
）。「
使
無
堂
記
」
で
常
山
は
、
訴
訟
が
起
き
る
こ
と
の
無
い
状
態

（「
使
レ

無
レ

訟
」）
に
民
を
導
く
こ
と
を
理
想
と
し
（
２２
）

、
そ
の
た
め
の
基
本
と
し
て
「
伍

法
」「
民
産
」「
教
化
」「
風
俗
」「
志
書
」
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
こ
に
見
え
る
「
風
俗
」

や
「
教
化
」
と
い
う
政
治
理
念
は
、
一
八
世
紀
末
に
政
治
論
・
経
世
論
の
焦
点
と
さ

れ
、
昌
平
黌
の
学
者
ら
に
よ
っ
て
も
強
調
さ
れ
て
、
幕
府
寛
政
改
革
で
は
そ
の
基
本
理

念
と
さ
れ
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
（
２３
）
。
一
方
、「
不
忘
軒
記
」
は
、
祖
父
母
・
父
母
の

念
願
だ
っ
た
「
�
館
」
の
再
建
を
常
山
が
果
た
し
た
際
、「
祖
父
母
・
父
母
の
恩
」
を

子
孫
に
ま
で
伝
え
よ
う
と
そ
の
堂
を
「
不
忘
」
と
呼
び
、
そ
の
由
来
の
記
を
昌
平
黌
の

儒
官
だ
っ
た
古
賀
侗
庵
に
請
う
て
成
っ
た
も
の
で
あ
る
（
２４
）

。
先
祖
へ
の
「
孝
」
を
重
視
す

る
そ
の
内
容
は
、
寛
政
異
学
の
禁
に
お
け
る
「
孝
」
を
第
一
と
す
る
教
化
政
策
の
展

開
、
鎌
原
桐
山
が
「
孝
」
を
強
調
し
て
歴
史
編
纂
事
業
や
士
民
の
教
化
（「
風
俗
教

化
」）
に
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
（
２５
）
と
軌
を
一
に
し
た
も
の
と
言
え
る
。
こ
の
こ
と
は
、

常
山
が
松
代
藩
内
で
の
学
問
的
交
友
関
係
を
基
盤
と
し
て
、
寛
政
異
学
の
禁
以
来
の
昌

平
黌
を
中
心
と
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中
で
、
主
要
な
学
者
ら
の
学
問
や
政
治
論
・
経

世
論
を
摂
取
し
つ
つ
、
彼
ら
に
学
問
的
力
量
を
認
め
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い

よ
う
（
２６
）

。
常
山
が
幕
末
期
に
、
い
ず
れ
も
幕
府
儒
官
の
安
井
息
軒
・
塩
谷
宕
陰
・
芳
野
金

陵
・
古
賀
茶
渓
・
田
口
江
村
・
中
村
敬
宇
（
碑
文
撰
者
）
ら
と
深
く
交
わ
っ
た
の
は
（
２７
）
、

天
保
初
年
以
来
の
こ
う
し
た
関
係
が
背
景
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
想
起
さ
れ
る
こ
と
は
、
鎌
原
桐
山
が
常
山
か
ら
『
白
川
流
話

谷
の
鶯
』

（
松
平
定
信
の
事
跡
を
描
い
た
明
君
録
）
の
写
本
（
常
山
父
久
敬
の
筆
写
本
）
を
貸
与

さ
れ
た
際
、
藩
主
真
田
幸
貫
の
実
父
松
平
定
信
の
政
治
（
幕
府
寛
政
改
革
）
を
「
寛
政

維
新
」
と
呼
ん
で
高
く
称
揚
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
（
２８
）

。「
寛
政
維
新
」
の
核
心
を
「
節

倹
ノ
典
、
賑
貸
ノ
恵
、
□
設
ノ
宜
、
風
化
ノ
速
」（
倹
約
や
振
恤
、
風
俗
教
化
）
と
見

な
し
た
桐
山
ら
は
、
自
身
推
進
し
た
「
風
俗
教
化
」
政
策
を
一
面
で
「
寛
政
維
新
」
を

継
承
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
、
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
常
山
（
・
桐
山
）
は
、

寛
政
異
学
の
禁
に
連
な
る
昌
平
黌
の
学
者
と
密
接
な
関
係
を
取
り
結
ん
だ
と
い
う
ば
か

り
で
な
く
、
倹
約
や
振
恤
、
風
俗
教
化
を
内
容
と
す
る
政
治
・
政
策
面
で
も
、
幕
府
寛

政
改
革
の
影
響
下
に
学
問
・
政
治
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
関
係
を
象
徴
す
る
と
も
い
う
べ
き
「
文
章
二
篇
」
が
明
治
初
年
ま
で
高
く

評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
当
該
期
に
お
け
る
常
山
へ
の
評
価
（
常
山
像
）
が
「
寛
政

維
新
」
以
来
の
民
政
の
基
本
方
向
（
特
に
「
風
俗
教
化
」）
に
沿
う
も
の
と
し
て
形
づ

く
ら
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

（
２
）「
賢
君
」
幸
貫
と
山
寺
常
山

こ
う
見
て
く
る
と
浮
か
び
上
が
る
の
が
、
松
平
定
信
を
実
父
と
す
る
真
田
幸
貫
の
存

在
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
幸
貫
は
定
信
を
模
範
と
し
て
武
芸
奨
励
や
武
備
の
充
実
策

を
打
ち
出
し
、
こ
れ
を
う
け
た
鎌
原
桐
山
ら
も
士
風
の
振
起
や
軍
事
の
方
針
獲
得
と

い
っ
た
問
題
意
識
か
ら
真
田
家
の
系
譜
・
事
蹟
編
纂
等
に
取
り
組
ん
で
い
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
で
次
に
、
幸
貫
を
紹
介
す
る
に
あ
た
っ
て
よ
く
引
か
れ
る
藤
田
東
湖
の
「
病

中
書
懐
呈
松
代
侯
執
事

有
序
」（
弘
化
二
年
）
を
掲
げ
て
お
き
た
い
（
２９
）

。

数
年
前
、
彪
嘗
過
平
山
鋭
二
、
談
偶
及
当
世
諸
侯
、
鋭
二
曰
、
承
平
日
久
、
士
気

卑
弱
、
況
若
富
貴
之
人
、
所
謂
生
於
深
宮
之
中
、
長
於
婦
人
之
手
者
、
往
々
皆

是
、
以
僕
所
聞
。
独
松
代
侯
好
文
尚
武
、
愛
賢
下
士
、
一
世
之
賢
君
也
。
後
二
三

年
、
訪
川
路
弥
吉
、
川
路
謂
彪
曰
、
聞
子
之
、
君
励
精
図
治
、
国
事
一
新
、
不
知

所
交
如
何
人
。
彪
未
対
、
川
路
曰
、
蓋
与
松
代
城
主
交
、
以
某
所
視
、
三
百
諸

侯
、
未
有
松
代
之
賢
過
者
、
以
子
之
君
之
明
、
交
於
松
代
之
賢
、
其
切
磋
之
益
、

想
不
亦
多
乎
。
彪
於
是
始
鋭
二
之
説
為
不
妄
、
…
。

右
呈
松
代
侯
詩
、
天
保
（
七
年
）

丙
申
之
冬
所
作
、
余
力
疾
把
筆
呈
之
於
侯
、
侯
使
其
侍

医
渋
谷
秀
軒
来
問
疾
…
因
憶
当
時
風
俗
衰
敝
、
識
者
慨
之
、
松
代
侯
之
抵
礫
川

邸
也
、
我
老
公
特
命
彪
及
川
瀬
教
徳
侍
宴
、
…
侯
出
当
宰
輔
之
任
、
有
志
之
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士
、
亦
往
々
抜
擢
、
姑
以
彪
所
交
数
之
、
岡
本
江
州
・
矢
部
駿
河
・
川
路
左
衛

門
・
羽
倉
外
記
・
江
川
太
郎
左
・
林
鉄
蔵
・
平
山
鋭
二
之
倫
、
或
以
材
能
任
要

路
、
或
以
武
技
蒙
寵
栄
、
佞
臣
屏
跡
、
俗
吏
破
瞻
、
翕
然
有
中
興
之
勢
。
老
公

方
在
藩
、
聞
之
大
喜
、
益
竭
心
於
国
政
、
其
於
天
下
大
事
。
…

天
保
初
年
頃
、
幕
臣
・
兵
学
者
で
常
山
が
入
門
し
た
平
山
兵
原
の
子
・
平
山
鋭
次
郎

は
東
湖
に
対
し
て
、
当
時
の
諸
大
名
の
な
か
で
真
田
幸
貫
の
み
は
文
武
を
好
尚
し
、
賢

士
を
愛
す
る
「
一
世
之
賢
君
」
だ
と
の
評
判
を
語
り
、
そ
の
後
、
川
路
弥
吉
（
聖
謨
）

も
、
三
百
諸
侯
で
幸
貫
が
最
も
賢
明
だ
と
し
、
東
湖
が
仕
え
た
徳
川
斉
昭
の
「
明
」
と

幸
貫
の
「
賢
」
が
交
わ
っ
て
切
磋
す
れ
ば
、
そ
の
益
は
大
き
い
だ
ろ
う
と
述
べ
た
と
い

う
（
３０
）
。
ま
た
、
幸
貫
が
幕
府
老
中
に
就
任
し
た
際
、
彼
ら
を
登
用
し
て
「
中
興
之
勢
」
を

出
現
さ
せ
た
と
も
い
う
（
破
線
部
）。
以
上
に
関
し
て
山
寺
家
文
書
に
は
、「
当
鍋
島
侯

の
御
詩
作
…
羨
敷
事
ニ
御
座
候
。
…
（
松
代
藩
重
臣
鎌
原
氏
）

桐
山
先
生
へ
為
御
見
可
申
上
奉
存
候
」
と
書
き
込

ま
れ
た
「
佐
賀
侯
・
水
戸
相
公
席
上
作
」
の
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
佐
久
間
象

山
は
弘
化
二
年
六
月
六
日
付
の
家
老
恩
田
頼
母
宛
の
書
簡
で
、「
何
卒
西
国
に
て
は
鍋

島
侯
、
東
国
に
て
は
松
代
様
と
申
様
に
天
下
の
士
の
心
を
帰
し
候
程
に
、
御
家
政
を
も

美
し
く
仕
度
候
…
」
と
述
べ
て
い
る
（
３１
）

。
常
山
ら
も
平
山
鋭
次
郎
・
藤
田
東
湖
ら
と
相
重

な
る
意
識
の
下
に
行
動
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。

こ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
こ
う
し
た
幸
貫
を
取
り
巻
く
天
保
期
の
「
明
君
」「
賢

君
」
グ
ル
ー
プ
に
対
し
て
表
明
さ
れ
た
期
待
が
、「
は
じ
め
に
」
で
触
れ
た
常
山
像

（
特
に
�
�
�
）
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
点
で
あ
る
。
常
山
が
兵
学
者

や
水
戸
藩
の
学
者
ら
と
取
り
結
ん
だ
人
的
関
係
と
そ
こ
で
共
有
さ
れ
た
問
題
意
識
こ
そ

は
、
兵
学
を
平
山
兵
原
に
学
び
（
�
）、
幸
貫
の
海
防
担
当
を
う
け
て
兵
学
を
講
義

（
�
）、
黒
船
来
航
時
に
は
長
岡
監
物
・
藤
田
東
湖
ら
と
画
策
す
る
（
�
）
と
い
っ
た
常

山
像
描
出
の
原
型
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
幸
貫
の
明
君
評

判
に
関
し
て
常
山
は
、
水
戸
学
・
兵
学
者
ら
に
と
ど
ま
ら
な
い
人
物
と
や
り
と
り
を

行
っ
て
い
る
。
詩
文
家
あ
る
い
は
幕
府
代
官
と
し
て
も
知
ら
れ
る
林
鶴
梁
の
「
与
二

松

代
侯
一

書
」（「
長
孺
嘗
側
聞
。
閣
下
以
不
世
出
之
才
、
博
究
天
下
之
書
、
不
挟
諸
侯
之

尊
。
以
接
天
下
之
才
。
蓋
一
代
賢
諸
侯
也
。
然
未
得
聞
其
詳
。
其
後
長
孺
与
閣
下
之
臣

渋
谷
碧
・
山
寺
（＝

常
山
）

久
道
等
相
識
。
因
得
悉
之
」
表
１
―
１５
）
は
そ
の
一
例
を
示
し
て
い

る
。
こ
う
し
た
人
物
も
含
め
て
当
時
関
心
を
集
め
た
定
信
・
幸
貫
ら
を
は
じ
め
と
す
る

「
明
君
」「
賢
君
」
を
め
ぐ
る
交
友
関
係
が
、
後
の
常
山
像
形
成
の
背
景
と
な
っ
た
の
だ

と
い
え
よ
う
。

お
わ
り
に

山
寺
常
山
に
関
す
る
伝
記
的
記
述
が
、
明
治
一
七
年
の
碑
文
以
来
大
き
く
変
わ
っ
て

い
な
い
こ
と
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
常
山
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
そ
の
知
名

度
に
比
し
て
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
戦
後
、
研
究
の
素

材
と
な
り
う
る
常
山
関
係
史
料
が
ほ
と
ん
ど
見
出
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
あ
る

が
、
真
田
宝
物
館
に
山
寺
家
文
書
が
収
蔵
さ
れ
、
飯
島
忠
夫
の
『
山
寺
常
山
伝
』
の
存

在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
い
ま
、
常
山
研
究
の
環
境
は
整
い
つ
つ
あ
る
。
本
稿
で
は
こ
れ

を
う
け
て
、
今
後
の
研
究
の
進
展
を
期
し
、
明
治
期
以
来
の
常
山
伝
記
・
研
究
を
紹
介

す
る
意
図
も
込
め
て
、
常
山
像
の
形
成
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
行
っ
て
き
た
。
以

下
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い
。

ま
ず
第
一
に
、
現
在
は
、
常
山
関
係
史
料
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
研
究
の
基
本
と
し
て
不
可
欠
な
段
階
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
本
稿
も
そ
う
し
た
作

業
の
足
が
か
り
の
一
つ
と
す
べ
く
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
山
寺
家
文
書
等
の
現
存

史
料
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
常
山
関
係
史
料
の
研
究
に
関
し
て

は
、
所
在
不
明
の
遺
稿
類
の
掘
り
起
こ
し
が
今
後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
だ
が
、
そ
の
他
に
も
課
題
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
真
田
宝
物
館
に
収
蔵

さ
れ
た
七
〇
〇
点
以
上
に
及
ぶ
山
寺
家
文
書
の
存
在
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
江
戸
期
以
来

の
常
山
お
よ
び
同
人
宛
書
簡
が
多
数
含
ま
れ
て
お
り
、
相
当
数
の
漢
詩
文
（
信
炳
の
も

の
も
多
い
）、
拓
本
類
や
図
画
等
が
残
さ
れ
て
い
る
。
山
寺
家
文
書
の
内
容
分
析
は
常
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山
研
究
の
主
要
な
柱
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
二
に
、
こ
れ
ま
で
十
分
活
用
さ
れ
て
こ

な
か
っ
た
「
常
山
先
生
年
譜
」
や
『
山
寺
常
山
伝
』
の
内
容
を
改
め
て
精
査
す
る
こ
と

で
あ
る
。
特
に
、
翻
字
し
た
史
料
を
多
数
掲
載
し
た
後
者
は
、
原
史
料
を
確
認
で
き
な

い
（
も
の
が
多
い
）
こ
と
に
十
分
な
注
意
を
要
す
る
も
の
の
、
常
山
研
究
に
と
っ
て
不

可
欠
の
文
献
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
第
三
に
、
真
田
宝
物
館
塩
野
家
文
書
に
、
若
干
の

常
山
関
係
史
料
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
塩
野
季
彦
が
筆
写
し
た
『
常

山
先
生
詩
稿
』
一
〜
六
は
、
文
政
〜
明
治
期
の
常
山
の
主
要
な
漢
詩
を
網
羅
し
て
お

り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、「
常
山
先
生
年
譜
」・『
山
寺
常
山
伝
』
記
載
の
漢
詩
と
照
合
し

常
山
遺
稿
の
う
ち
漢
詩
の
全
容
を
窺
う
こ
と
も
可
能
と
な
る
。
ま
た
、
東
京
大
学
史
料

編
纂
所
収
蔵
の
『
如
坐
漏
船
居
紀
聞
』
を
は
じ
め
、
各
地
の
収
蔵
機
関
に
残
さ
れ
た
常

山
関
係
史
料
の
追
跡
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
今
後
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
丹
念
な
考

察
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な
ろ
う
。

次
に
、
一
で
言
及
し
た
明
治
期
以
降
の
常
山
顕
彰
の
動
向
の
検
討
も
重
要
な
課
題
で

あ
る
。
特
に
、
本
稿
で
十
分
踏
み
込
め
な
か
っ
た
こ
と
と
し
て
、
明
治
一
七
年
お
よ
び

昭
和
一
五
年
の
建
碑
と
そ
れ
に
関
わ
る
書
物
出
版
な
ど
の
一
連
の
事
業
が
持
つ
歴
史
的

な
意
味
を
い
か
に
読
み
解
い
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

佐
久
間
象
山
顕
彰
事
業
や
町
史
等
の
編
纂
、
信
濃
教
育
会
の
活
動
等
と
の
関
連
性
を
十

分
視
野
に
入
れ
、
時
代
の
中
に
位
置
づ
け
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
、
本
稿
で
は
、
幕
末
〜
明
治
期
に
か
け
て
の
常
山
へ
の
評
価
（
常
山
像
）

が
、「
寛
政
維
新
」
の
継
承
意
識
お
よ
び
そ
れ
に
基
づ
く
人
的
関
係
や
諸
政
策
の
実
行

と
密
接
な
関
連
を
有
す
る
も
の
と
想
定
し
う
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
や
や
飛
躍
す
る
け

れ
ど
も
、
こ
の
こ
と
は
、
一
八
世
紀
後
半
の
幕
藩
政
治
改
革
（
３２
）
と
そ
れ
に
対
す
る
評
価
・

イ
メ
ー
ジ
が
、
常
山
像
も
そ
の
一
角
を
構
成
し
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
松
代
内
外
の
地

域
意
識
に
ま
で
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

厖
大
な
検
証
作
業
が
必
要
な
粗
い
見
通
し
で
は
あ
る
が
、
と
も
あ
れ
、
人
々
の
意
識
・

思
想
を
軸
に
、
政
治
と
地
域
社
会
の
関
係
を
近
世
・
近
代
双
方
に
目
を
向
け
て
見
通
そ

う
と
す
る
際
、
山
寺
常
山
と
い
う
人
物
は
興
味
深
い
検
討
対
象
と
な
り
う
る
も
の
と
考

え
る
。
常
山
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
が
一
層
進
展
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
擱
筆
し
た

い
。

〔
付
記
〕
本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
、
真
田
宝
物
館
山
中
さ
ゆ
り
氏
に
、
多
く
の
便
宜
を
与
え
て
い

た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。

〈
参
考
資
料
１
〉『
三
百
藩
家
臣
人
名
事
典
』
三
（
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
八
年
）

山
寺
常
山
（
や
ま
で
ら
じ
ょ
う
ざ
ん
）
文
化
五
年
〜
明
治
十
一
年
（
一
八
〇
七
〜
一
八
七
八
）

松
代
藩
の
学
者
・
重
役
。
佐
久
間
象
山
、
鎌
原
桐
山
と
と
も
に
、
松
代
藩
の
三
山
の
一
人
。
通
称
は

源
大
夫
。
名
は
久
道
、
信
竜
、
字
は
子
彰
。
懼
堂
、
静
修
斎
、
常
山
と
号
し
た
。
山
寺
氏
の
祖
は
、

て
ん
き
ゆ
う

竹
田
典
厩
信
繁
（
信
玄
の
弟
）
の
臣
山
寺
佐
五
右
衛
門
で
あ
る
。
そ
の
子
庄
左
衛
門
久
繁
が
真
田

昌
幸
に
仕
え
、
以
来
代
々
百
四
十
石
で
真
田
家
に
仕
え
た
。
常
山
の
祖
父
は
久
好
、
父
は
久
敬
で
あ

る
。
幼
時
に
母
を
失
い
、
祖
父
に
育
て
ら
れ
た
と
い
う
。
真
田
幸
貫
に
仕
え
、
監
察
、
普
請
奉
行
、

世
子
傅
な
ど
の
職
を
務
め
た
。
こ
の
間
江
戸
に
出
て
、
兵
学
を
平
山
兵
原
に
学
び
、
経
書
を
古
賀
侗

庵
に
学
ん
だ
。
ま
た
、
松
崎
慊
堂
、
佐
藤
一
斎
、
中
村
敬
宇
ら
と
交
わ
る
。
天
保
四
年
儒
者
長
野
豊

山
を
松
代
に
招
き
、
城
中
で
孟
子
を
講
義
さ
せ
た
。
天
保
十
二
年
真
田
幸
貫
が
幕
府
の
老
中
と
な
っ

て
海
防
を
担
当
す
る
と
、
常
山
は
藩
士
に
兵
学
を
講
じ
た
。
天
保
十
四
年
に
は
郡
奉
行
と
な
り
、
幕

府
よ
り
功
を
賞
さ
れ
て
白
銀
を
与
え
ら
れ
た
。
弘
化
四
年
の
善
光
寺
大
地
震
の
対
応
に
も
功
が
あ

り
、
俸
禄
を
加
増
さ
れ
た
。
嘉
永
五
年
真
田
幸
教
が
藩
主
と
な
る
と
、
側
役
頭
取
と
な
る
。
安
政
元

年
黒
船
が
二
度
目
の
来
航
を
す
る
と
、
常
山
は
佐
久
間
象
山
と
と
も
に
開
港
問
題
に
奔
走
し
た
。
文

久
三
年
の
英
国
軍
鑑
の
来
航
に
は
、
藩
の
参
謀
と
し
て
江
戸
に
赴
き
、
幕
府
諸
藩
の
間
で
活
躍
し

た
。
明
治
三
年
藩
内
に
藩
札
を
め
ぐ
っ
て
騒
動
が
勃
発
す
る
と
、
藩
知
事
真
田
幸
民
の
も
と
で
政
務

に
当
た
り
、
そ
の
処
置
に
功
が
あ
っ
た
。
明
治
十
一
年
七
月
三
日
没
し
た
。
著
書
に
『
常
山
文
集
』

『
如
坐
漏
船
居
紀
聞
』『
松
代
封
内
実
測
図
』
が
あ
る
。
明
治
十
七
年
長
野
市
城
山
公
園
に
、「
常
山

山
寺
先
生
之
碑
」
が
建
て
ら
れ
た
。
夫
人
鎮
子
は
藩
の
学
者
北
澤
蘭
壑
の
二
女
で
、
書
画
に
秀
で
て

い
た
。
長
男
信
炳
と
三
男
宣
健
は
司
法
官
と
な
っ
た
。
宣
健
の
子
塩
野
季
彦
は
司
法
大
臣
を
務
め

た
。
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〈
参
考
資
料
２
〉『
山
寺
常
山
先
生
年
譜
』
よ
り
「
常
山
山
寺
先
生
碑
」

常
山
山
寺
先
生
碑

東
京
大
学
教
授
従
五
位
中
村
正
直
譔

従
五
位
長
炗
書

修
史
館
副
総
裁
従
二
位
勲
二
等
伊
達
宗
城
篆
額

先
生
、
諱
は
久
道
。
後
、
信
龍
と
改
む
。
字
は
子
彰
。
源
姓
。
山
寺
氏
。
源
大
夫
と
称
し
、
常
山
と

号
す
。
世
々
松
代
侯
に
仕
ふ
。
王
父
、
諱
久
好
。
先
生
幼
に
し
て
孤
と
な
り
、
王
父
に
養
は
る
。
長

ず
る
に
及
び
て
器
宇
峻
整
。
好
ん
で
書
を
読
み
て
大
要
を
綜
べ
、
慨
然
と
し
て
古
の
俊
傑
を
以
て
自

ら
命
ず
。
甫
め
て
冠
を
踰
え
、
擢
で
ら
れ
て
監
察
と
為
り
、
普
請
奉
行
、
世
子
傅
等
の
官
に
累
遷

す
。
其
の
間
、
或
は
江
戸
に
于
役
し
て
、
兵
を
平
山
兵
原
に
学
び
、
経
を
古
賀
侗
庵
に
問
ひ
、
或
は

封
内
の
山
川
を
巡
り
、
招
提
を
過
ぎ
れ
ば
禅
衲
を
訪
ひ
、
每
に
良
辰
美
景
に
遇
へ
ば
、
留
連
し
て
詩

酒
す
。
蓋
し
経
済
と
風
流
と
両
な
が
ら
之
を
兼
ね
た
り
。
是
の
時
、
感
應
公
賢
を
好
み
才
を
愛
し
、

長
野
豊
山
、
林
鶴
梁
の
如
き
は
賓
礼
を
以
て
遇
せ
ら
る
。
而
し
て
其
の
臣
に
文
学
の
士
多
く
、
鎌
原

桐
山
、
佐
久
間
象
山
、
之
が
巨
擘
た
り
。
先
生
既
に
已
に
資
り
て
以
て
切
磋
し
、
而
し
て
又
、
松
原

慊
堂
、
佐
藤
一
斎
等
と
交
を
締
ぶ
。
意
は
智
識
を
開
擴
し
て
以
て
君
に
致
し
民
に
澤
す
る
に
在
る
な

り
。天

保
十
二
年
、
公
、
閣
老
と
為
り
海
防
の
事
を
管
る
。
先
生
益
々
兵
学
を
講
じ
て
藩
士
を
率
励

す
。
十
四
年
、
郡
奉
行
と
為
り
、
預
所
郡
奉
行
を
兼
ね
、
力
を
盡
し
て
賭
博
を
禁
じ
、
闔
境
肅
清
せ

し
か
ば
、
幕
府
賞
し
て
白
銀
を
賜
へ
り
。
弘
化
四
年
、
信
濃
の
地
大
に
震
ひ
、
死
す
る
者
数
万
、
先

生
賑
恤
し
て
方
あ
り
し
か
ば
、
俸
禄
を
増
さ
れ
た
り
。
文
聰
公
、
封
を
襲
ぐ
に
及
び
、
先
生
は
側
役

頭
取
を
兼
ね
、
啓
沃
す
る
所
多
か
り
き
。
安
政
元
年
、
米
舶
入
港
し
て
物
議
騒
然
た
り
し
と
き
、
先

生
、
長
岡
監
物
、
藤
田
東
湖
等
と
画
策
す
る
所
あ
り
し
も
、
未
だ
施
さ
ず
し
て
通
好
の
議
決
せ
り
。

文
久
三
年
攘
夷
の
命
下
り
し
と
き
、
先
生
は
参
謀
と
為
り
て
江
戸
に
赴
き
、
幕
府
諸
藩
の
間
に
奔
走

し
、
慷
慨
し
て
事
を
論
ぜ
り
。
予
の
先
生
識
れ
る
も
亦
此
の
時
に
在
り
。
何
く
も
無
く
し
て
左
遷
せ

ら
れ
屏
居
す
る
こ
と
三
載
な
り
き
。
明
治
二
年
、
朝
議
先
生
を
徴
し
し
に
、
故
あ
り
て
出
で
ざ
り

き
。
三
年
、
松
代
管
下
騒
擾
せ
し
と
き
、
知
藩
事
眞
田
幸
民
、
先
生
を
挙
げ
て
仮
に
政
務
に
参
せ
し

め
し
か
ば
、
民
心
始
め
て
安
か
り
き
。
先
生
、
宦
に
仕
ふ
る
こ
と
殆
ど
五
十
年
、
政
績
卓
然
と
し
て

伝
ふ
べ
し
。
晩
年
豪
気
猶
屈
せ
ず
、
其
の
文
辞
に
発
す
る
も
の
蔚
然
と
し
て
観
る
べ
し
。
十
一
年
七

月
三
日
病
歿
す
。
生
、
文
化
五
年
を
距
て
て
年
を
享
く
る
こ
と
七
十
有
一
。
著
は
す
所
、
常
山
文

集
、
如
坐
漏
居
紀
聞
、
松
代
封
内
実
測
図
あ
り
。
配
は
北
澤
氏
。
子
は
六
人
あ
り
。
信
炳
、
時
秀
、

宜
健
、
義
風
と
い
ひ
、
他
は
夭
す
。
信
炳
家
を
嗣
ぐ
。
今
茲
、
先
生
の
故
旧
門
人
、
碑
を
長
野
城
山

に
樹
て
、
予
に
属
し
て
銘
を
為
ら
し
む
。
誼
、
辞
す
べ
か
ら
ず
。
之
が
詞
を
為
り
て
曰
く
。

予
、
君
を
識
る
。
軀
幹
偉
な
り
。
眼
光
烱
と
し
て
、
風
采
秀
で
た
り
。
意
恢
廓
に
し
て
、
度
量
あ

り
。
循
吏
と
為
り
て
、
名
望
崇
し
。
時
艱
を
憂
へ
て
、
常
に
蒿
目
す
。
交
際
を
広
く
し
て
、
啓
沃

を
尽
す
。
斯
の
人
の
如
き
は
、
大
丈
夫
。
千
秋
に
諗
げ
て
、
辞
に
諛
ふ
こ
と
な
し
。

明
治
十
七
年
二
月
建
つ
。

註（
１
）
原
田
和
彦
「
佐
久
間
象
山
像
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て
」（『
信
濃
』
六
〇
―
八
、
二
〇
〇
八
年
）、

降
幡
浩
樹
「
佐
久
間
象
山
の
顕
彰
活
動
に
つ
い
て
」（『
松
代
』
二
六
、
二
〇
一
一
年
）。
ま

た
、
山
中
さ
ゆ
り
「
大
平
喜
間
多
の
著
作
と
そ
の
活
動
」（『
松
代
』
一
九
、
二
〇
〇
五
年
）

等
。
人
物
顕
彰
を
め
ぐ
っ
て
は
、
高
田
祐
介
「
国
家
と
地
域
の
歴
史
意
識
形
成
過
程
」（『
歴

史
学
研
究
』
八
六
五
、
二
〇
一
〇
年
）、
宮
間
純
一
「
明
治
・
大
正
期
に
お
け
る
幕
末
維
新
期

人
物
像
の
形
成
」（『
佐
倉
市
史
研
究
』
二
二
、
二
〇
〇
九
年
）、
伴
野
文
亮
「
金
原
明
善
の

『
偉
人
』
化
と
近
代
日
本
社
会
」（『
書
物
・
出
版
と
社
会
変
容
』
一
六
、
二
〇
一
四
年
）、
阿

部
安
成
「
直
弼
／
象
山
／
忠
震
（
一
〜
三
）」（『
彦
根
論
叢
』
三
七
〇
・
三
七
三
・
三
七
五
、

二
〇
〇
八
年
）
は
じ
め
、
近
年
多
く
の
研
究
が
発
表
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）
松
代
藩
地
域
を
対
象
と
し
た
共
同
研
究
に
よ
っ
て
同
藩
に
お
け
る
学
問
受
容
と
藩
政
展
開
の

関
係
性
が
明
ら
か
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
渡
辺
尚
志
他
編
『
信
濃
国
松
代
藩
地
域
の
研
究
』
�

〜
�
（
二
〇
〇
五
〜
一
四
年
）。

（
３
）
歴
史
人
物
の
顕
彰
に
つ
い
て
は
近
世
近
代
の
地
域
意
識
と
も
関
連
し
て
い
よ
う
。
若
尾
政

希
・
菊
池
勇
夫
編
『
覚
醒
す
る
地
域
意
識
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
〇
年
）、「
特
集
近
世
日

本
の
地
域
意
識
を
問
う
」（『
歴
史
評
論
』
七
九
〇
、
二
〇
一
六
年
）。

（
４
）
飯
島
忠
夫
「
山
寺
常
山
先
生
に
就
い
て
」（『
信
濃
教
育
』
六
五
一
、
信
濃
教
育
会
、
一
九
四

一
年
）。

（
５
）『
塩
野
季
彦
回
顧
録
』（
塩
野
季
彦
回
顧
録
刊
行
会
、
一
九
五
八
年
）。

（
６
）
以
上
は
、
飯
島
忠
夫
「
緒
言
」、
お
よ
び
塩
野
季
彦
「
後
記
」
に
よ
る
。
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（
７
）
た
だ
し
、
飯
島
忠
夫
が
閲
覧
し
て
い
な
い
と
考
え
ら
れ
る
常
山
関
係
史
料
と
し
て
、
常
山
の

著
作
の
一
部
や
蔵
書
が
あ
る
。
塩
野
季
彦
「
後
記
」
に
よ
れ
ば
、『
如
坐
漏
船
居
紀
聞
』『
懼

堂
雑
纂
』『
兵
要
録
』
は
、
季
彦
の
父
宜
健
の
時
か
ら
塩
野
家
で
保
管
し
て
い
た
と
さ
れ
、
後

二
者
は
関
東
大
震
災
に
よ
り
烏
有
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
（
前
者
は
東
京
大
学
史
料
編

纂
所
に
現
存
）。
ま
た
、「
土
手
三
番
町
の
山
寺
の
家
、
屋
敷
は
其
蔵
書
の
一
部
を
学
習
院
に

売
っ
た
代
金
で
買
入
れ
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
」
と
も
い
う
か
ら
、『
山
寺
常
山
伝
』
執
筆
時

に
は
、
万
巻
に
及
ぶ
と
言
わ
れ
た
常
山
蔵
書
の
全
て
が
揃
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
が

分
か
る
。

（
８
）
な
お
、
こ
の
時
建
て
ら
れ
た
石
碑
は
長
野
市
城
山
に
現
存
し
て
お
り
、
現
在
山
寺
常
山
邸
に

立
つ
「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
は
、
常
山
の
孫
に
あ
た
り
司
法
大
臣
を
務
め
た
塩
野
季
彦
と
司

法
関
係
者
の
発
起
に
よ
り
、
昭
和
一
五
年
に
新
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
９
）
真
田
宝
物
館
山
寺
家
文
書
Ｎ
―
六
四
。

（
１０
）
北
澤
の
事
跡
に
関
し
て
は
、
岩
生
成
一
「
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
・
地
理
学
者
北
澤
正
誠
」（『
日

本
学
士
院
紀
要
』
四
二
巻
一
号
、
一
九
八
七
年
）、
原
田
和
彦
「
佐
久
間
象
山
関
連
資
料
に
つ

い
て
」（『
松
代
』
一
九
、
二
〇
〇
五
年
）、
原
田
前
掲
「
佐
久
間
象
山
像
の
成
立
を
め
ぐ
っ

て
」
等
参
照
。

（
１１
）
以
下
、
飯
島
忠
夫
『
山
寺
常
山
伝
』
に
よ
る
。

（
１２
）
飯
島
忠
夫
「
題
言
」（
天
籟
社
編
纂
『
山
寺
常
山
先
生
年
譜
』
信
州
書
屋
、
一
九
四
〇
年
）。

（
１３
）
原
田
前
掲
「
佐
久
間
象
山
関
連
資
料
に
つ
い
て
」。

（
１４
）
飯
島
忠
夫
『
山
寺
常
山
伝
』
一
六
三
丁
。

（
１５
）
岩
生
前
掲
「
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
・
地
理
学
者
北
澤
正
誠
」。

（
１６
）
山
寺
家
文
書
に
残
さ
れ
た
中
村
正
直
書
簡
に
は
、「
北
澤
正
誠
君
曽
而
御
持
参
御
頼
ミ
」
に
よ

り
「
佐
久
間
君
碑
、
高
文
を
塗
抹
削
去
し
」
た
こ
と
（
年
月
日
不
詳
山
寺
信
炳
宛
、
Ｍ
―
一

四
―
三
―
三
―
一
）
や
関
係
者
（
常
山
子
息
ヵ
）
を
「
北
澤
氏
江
御
托
し
ニ
相
成
」
っ
た
こ

と
に
言
及
し
た
も
の
（
年
不
詳
六
月
一
四
日
付
山
寺
常
山
宛
、
Ｍ
―
一
四
―
三
―
二
）
が
見

ら
れ
る
。

（
１７
）
岩
生
前
掲
「
忘
れ
ら
れ
た
歴
史
・
地
理
学
者
北
澤
正
誠
」。

（
１８
）
な
お
、
建
碑
の
担
い
手
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、
昭
和
一
五
年
に
山
寺
常
山
邸
に
碑
を
新
建

す
る
こ
と
と
な
っ
た
際
、
更
級
郡
八
幡
村
の
武
水
別
神
社
の
神
職
松
田
氏
に
保
存
さ
れ
て
い

た
長
三
洲
書
の
碑
文
原
本
を
用
い
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
（
飯
島
忠
夫
『
山

寺
常
山
伝
』
一
九
四
〇
年
）。
関
連
し
て
、
更
級
郡
若
宮
八
幡
の
神
職
松
田
豊
前
は
、
明
治
元

年
一
二
月
七
日
、
朝
廷
要
路
に
対
し
常
山
の
登
用
を
薦
め
た
言
上
書
を
送
っ
て
い
る
（
後

述
）。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
神
職
松
田
氏
の
存
在
は
、
建
碑
や
常
山
像
の
形
成
、
さ
ら
に
は
幕

末
維
新
期
の
常
山
の
思
想
・
行
動
の
考
察
に
と
っ
て
相
当
の
重
要
性
を
持
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

（
１９
）
参
考
資
料
１
・
２
参
照
。「
常
山
山
寺
先
生
碑
」
以
来
、
常
山
の
著
作
と
し
て
言
及
さ
れ
る

が
、
所
在
不
明
で
成
立
事
情
等
も
伝
え
ら
れ
て
い
な
い
。
年
譜
作
成
の
過
程
で
北
澤
正
誠
が

編
集
し
た
可
能
性
も
残
さ
れ
て
い
る
。

（
２０
）
な
お
、「
松
代
三
山
」
と
い
う
言
い
方
を
め
ぐ
っ
て
は
、
例
え
ば
關
口
龍
夫
『
小
布
施
村
―
村

の
壮
年
團
史
』（
報
道
出
版
社
、
一
九
四
三
年
）
が
「
幕
末
の
信
濃
三
山
と
し
て
山
寺
常
山
、

佐
久
間
象
山
、
高
井
鴻
山
が
あ
る
」
と
い
い
、『
山
寺
常
山
小
伝
』（
一
九
四
〇
年
）
も
同
様

の
認
識
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
戦
中
期
ま
で
「
信
濃
三
山
」
と
い
う
認
識
が
見
ら
れ
た
こ

と
に
留
意
し
て
用
い
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
飯
島
忠
夫
は
、「
松
代
三
山
」「
信
濃
三

山
」
よ
り
も
、
常
山
・
象
山
に
長
谷
川
昭
道
を
加
え
て
「
松
代
三
傑
」
と
呼
ぶ
こ
と
を
提
唱

し
て
い
る
（
飯
島
前
掲
「
山
寺
常
山
先
生
に
就
い
て
」）。
い
ず
れ
に
に
せ
よ
、
幕
末
期
以

来
、
常
山
・
象
山
が
併
称
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
見
落
と
せ
な
い
点
で
あ
る
。

（
２１
）
民
政
に
関
し
て
常
山
は
、「
聴
訟
之
職
を
汚
す
、
前
後
十
有
八
年
、
大
小
五
千
件
之
公
事
に
於

て
、
い
ま
だ
一
謬
誤
有
レ

之
と
申
噂
は
不
二

承
及
一

候
」（
表
１
―
５５
）
と
の
自
負
を
示
し
て
い

る
。
ま
た
、
こ
う
し
た
常
山
の
民
政
面
の
実
績
が
、
松
代
内
外
で
高
く
評
価
さ
れ
た
こ
と

（
史
料
二
重
線
部
や
「
乍
不
肖
、
感
応
公
御
余
光
ヲ
以
、
二
十
余
年
ノ
久
敷
、
民
事
ノ
職
ヲ
奉

ジ
候
故
、
庶
民
ハ
勿
論
、
四
隣
迄
も
虚
名
相
伝
ヘ
…
」
表
１
―
６６
、『
山
寺
常
山
小
伝
』
四
三

頁
に
も
所
収
）
は
本
稿
の
考
察
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
が
、
紙
幅
の
関
係
か
ら
割
愛
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
別
稿
を
期
し
た
い
。

（
２２
）「
使
無
」
は
『
論
語
』
顔
淵
第
十
二
の
「
必
也
使
無
訟
乎
」
の
語
を
典
拠
と
す
る
。

（
２３
）
小
関
悠
一
郎
「
明
君
像
の
形
成
と
「
仁
政
」
的
秩
序
意
識
の
変
容
」（『
歴
史
学
研
究
』
九
三

七
、
二
〇
一
五
年
）
参
照
。
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（
２４
）
原
本
は
、
真
田
宝
物
館
山
寺
家
文
書
Ｎ
―
一
。

（
２５
）
小
関
悠
一
郎
「
真
田
家
の
系
譜
・
事
蹟
編
纂
と
鎌
原
桐
山
の
思
想
」（
前
掲
『
信
濃
国
松
代
藩

地
域
の
研
究
』
�
）。

（
２６
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
別
稿
の
発
表
を
予
定
し
て
い
る
。
参
照
さ
れ
た
い
。

（
２７
）
軍
議
役
と
し
て
江
戸
に
出
た
文
久
三
年
に
は
彼
ら
と
文
芸
・
時
事
を
論
じ
た
と
言
わ
れ
、
ま

た
「
与
二

古
賀
茶
渓
・
林
鶴
梁
・
安
井
息
軒
・
田
口
江
村
・
中
村
敬
宇
一

書
」（
表
２
、
明
治

四
年
）
等
の
詩
文
も
残
さ
れ
て
い
る
。

（
２８
）
小
関
前
掲
「
真
田
家
の
系
譜
・
事
蹟
編
纂
と
鎌
原
桐
山
の
思
想
」。

（
２９
）
ひ
と
ま
ず
『
北
信
郷
土
叢
書
』
七
巻
に
よ
る
。

（
３０
）
事
実
、
徳
川
斉
昭
は
、
幸
貫
や
松
浦
静
山
（
平
戸
藩
主
）・
大
関
増
業
（
黒
羽
藩
主
）
ら
と
交

わ
り
、
幸
貫
ら
を
天
下
の
三
畏
友
と
し
て
厚
遇
し
（
真
田
宝
物
館
所
蔵
の
「
感
応
公
併
黒
羽

平
戸
二
侯
肖
像
徳
川
斉
昭
賛
」〈
天
保
一
一
年
〉
は
、
斉
昭
が
幸
貫
・
静
山
・
増
業
を
自
邸
に

招
い
た
際
の
様
子
を
描
か
せ
、
幸
貫
宛
斉
昭
書
状
・
幕
府
儒
官
佐
藤
一
斎
賛
を
付
し
て
い

る
）、
声
望
高
か
っ
た
幸
貫
と
は
、
鍋
島
斉
正
（
佐
賀
藩
主
）・
島
津
斉
彬
（
薩
摩
藩
主
）
ら

諸
大
名
が
交
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
（
大
平
喜
間
多
『
海
防
の
先
覚
者
眞
田
幸
貫
伝
』
昭
和
刊

行
会
、
一
九
四
四
年
）。

（
３１
）
信
濃
教
育
会
編
『
増
訂
象
山
全
集
』
第
三
巻
（
信
濃
毎
日
新
聞
社
、
一
九
三
五
年
）
二
九
〇

頁
。

（
３２
）
な
お
、
当
該
期
の
藩
政
改
革
に
関
し
て
は
、
上
杉
治
憲
（
鷹
山
）
に
よ
る
米
沢
藩
政
改
革
が

重
要
で
あ
る
。
真
田
宝
物
館
収
蔵
の
真
田
家
伝
来
の
典
籍
の
一
つ
と
し
て
『
翹
楚
篇
』（
上
杉

鷹
山
明
君
録
）
が
あ
る
が
、
そ
の
上
段
余
白
に
は
「
桐
山
先
生
曰
…
」
と
い
っ
た
書
き
込
み

が
見
ら
れ
、
桐
山
ら
が
共
同
で
同
書
を
読
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
ま
た
、
常
山
が
交

わ
っ
た
藤
田
東
湖
や
長
岡
監
物
、
村
上
量
弘
、
林
鶴
梁
ら
は
い
ず
れ
も
上
杉
鷹
山
を
評
価
す

る
言
辞
を
残
し
て
い
る
。
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